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議会事務局長 坂 本 伸 次 議会事務局 小 川 友里江

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 議

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） おはようございます。ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達してお

りますので、本日の会議を開きます。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 一般質問

○議長（宮本裕之） 日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。質問時間は３０分です。

質問者及び答弁者は、マイクを正面に向けて、簡潔に行ってください。４番、湊議員の発言を

許します。

○４番（湊俊文） ４番、湊俊文でございます。先に通告しております新型コロナウイルス感染症

の終息後の対応と第三次行政改革大綱について、質問をいたします。未曾有の新型コロナウイ

ルス感染症で、我々の生活が大きく変化しております。特に、全国緊急事態宣言が発出されて

からは、住民個人、中小企業、零細企業、学校関係、医療関係等あらゆる面で疲弊をしており

ます。農家の田植えの時期も外出自粛制限で手伝う人が当てにならず、ご苦労が多かったとお

察しいたします。ただ、いつまでも疲弊することなく、新型コロナウイルス感染症が終息した

ときを考慮し、これまでの経験をピンチからチャンスに変える必要がございます。あらゆる英

知を絞り、北広島町へ人の流れを呼び込むための事業として、２つ提案をいたします。この度

の新型コロナウイルス感染症を経験し、田舎へ回帰しようとする働き盛りの方が、都会から地

方へ移住する可能性が高くなると予想されます。これをチャンスと捉え、待っているのではな

く、移住・定住について、東京のふるさと回帰センター、広島県大阪情報センター等へ出向い

て、北広島町をアピールすることが大切であると考えますが、いかがでございましょうか。

○議長（宮本裕之） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） 議員おっしゃるとおり、アフターコロナ時代において、首都

圏や関西圏等の都市部で、当町の良さを発信し、移住・定住を推進することは大切であると考

えております。新型コロナウイルス感染症を経験し、生活環境の面で密である都市部から、疎

である地方への意識が高まってきております。同時に、働き方につきましても、テレワークが

驚くほどの速度で普及してきております。このような状況を踏まえ、当町は広島市内中心部か

ら至近な距離にあり、利便性が高いこと、そして、自然豊かで暮らしやすいこと、また移住制

度等しっかりと情報発信をしてまいりたいと考えております。情報を発信するに当たりまして

は、東京、大阪のふるさと回帰センター等へ出向くことも検討したいと思いますし、当面の間

はオンラインによる移住相談などを予定しております。また、移住を検討しておられる方に対
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して、情報を届けることができるよう、ホームページの充実やソーシャルネットワーキングサ

ービスなどの活用を検討し、効果的な情報発信に努めてまいりたいと考えております。以上で

ございます。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） ちょっと次の質問にも及びいただいたと思うんですが、広島県は、全国移住先

希望ランキングということでは２番目でございます。ただ、広島県、その先、その次が問題で

ございます。北広島町にスポットを当てることが必要でございます。広島県の北広島町をアピ

ールすることが、大前提であると考えております。では、北広島町へ行ってみたいとの判断基

準づくりは、何だと思われるでしょうか。行政等の情報をリアルタイムで的確に、かつ積極的

に発信することであろうと思います。防災はもちろん、観光情報、イベント情報、移住・定住

情報を発信して、関係人口の拡大へとつなげる必要がございます。そのためにも、前に述べま

した都市の各種団体に足を運ぶこと、さらに、北広島町の、先ほどちらっとお答えいただきま

したが、公式ＳＮＳ、公式ＹｏｕＴｕｂｅなどのメディア活用をすべきと考えますが、いかが

でしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） ソーシャルメディアを活用することで、広報紙などの既存の広報媒体の

補完でありますとか、リアルタイムの情報発信ができることから、現在におきましても運用上

の留意点などを定めたソーシャルメディア活用ガイドラインを作成した上で、ＹｏｕＴｕｂｅ

やｆａｃｅｂｏｏｋなどを活用した情報発信を一部行っております。今後も情報管理に留意し

つつ、各ソーシャルメディアの特性を踏まえた活用範囲の拡大を図ってまいりたいと思ってお

ります。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） ソーシャルメディアの運用ガイドラインを作成中とございましたが、総務課長

がご回答頂きましたが、各課が多岐にわたる行政情報をまとめて発信する、いわゆるまとめる

課、統括課と言いましょうか、それはいわゆる今のソフト面及び特別会計がございますハード

面ですね、それを担当する、すべてまとめて情報発信するということは総務課でやるというこ

とで認識してよろしゅうございましょうか。そういう認識でございますが、私の認識でござい

ますが、情報発信については町のホームページ、広報紙、先ほど申しました町の公式メディア

の構築も合わせて、一元化の情報発信をしていただきたい。今回、防災関係で、危機管理課が

導入する民設アプリとの整合性もしっかりと取っていただくことを要望いたします。私の思う

に、北広島町の情報発信力はまだまだ弱いというふうな感じでおります。さて、この度の新型

コロナウイルス感染症の対応策として、インターネットによるワークショップやテレワークが

スポットを浴びました。今後、スマート農業、ＩＣＴ教育、子育て支援、企業のリモートワー

ク、リモート会議といった働き方改革で新しい生活様式が生まれてまいります。そこで、例え

ば、北広島町の全業種がインターネットを使用活用した場合、耐えられるだけの通信系の整備

がされているでしょうか。そのことが今、クローズアップをされています。先ほど申しました

都会から地方へ回帰、移住する動き、さらに廃校や未使用の公的施設の再利用、この再利用で

ＩＴ関連企業のサテライトオフィスの誘致の可能性が高くなると予想されます。北広島町は、

このたびの新型コロナウイルス感染症の緊急事態をきっかけに、住民生活、農業経営、企業活

動、教育活動、福祉活動、医療遠隔治療等に寄与するインターネットの光回線通信網の整備を
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早期に推進していくべきと考えます。北広島町は、令和２年度の広島県内陸部振興対策協議会

への要望事項にも、光通信網整備・維持に向け民設民営化方式を念頭にした国及び広島県の財

政支援の拡充を要望しております。ただ、北広島町には公設のきたひろネットが存在をします。

町は３月定例会の全員協議会できたひろネットの今後として、光回線ＦＴＴＨの推進及び民設

民営方式の必要性を表明されました。今年度には作成されるＦＴＴＨ推進計画の事業内容と総

事業費及び民設民営化ですから、民間事業者へ町が補助する金額がどのくらいか、予定されて

いることが分かりましたらお伺いをいたします。いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今、議員からお話がありましたとおり、本町の光ファイバー網の整備に

つきましては、民設民営方式で整備をするという方向で、今検討しております。現在、詳細案

を整理しているところで、その事業内容でありますとか、金額等につきましては、事業者から

の提案を基に決定されることもありますので、具体的な事業内容、事業費につきましては、も

う少し時間を頂ければと思っております。また、現在、国のほうでもこの整備につきましての

補正予算等も出てきております。それに合わせたような動きも今後考えていかなければいけな

いというふうには思っております。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 了解しました。最近、呉市がプロポーザル方式で情報通信基盤整備事業が開始

され、民設民営化の民間事業者が選定されました。福山市も昨日、新聞報道で民間事業者によ

る光回線を計画をしておられます。通告はちょっとしておりませんですが、今の民設民営化、

プロポーザル、この方向性は北広島町も呉市及び福山市と同じであるかどうか、そのように認

識してよろしいでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今お話でありましたとおり、他市町の情報もいろいろ仕入れながら検討

整理をしておるところでございます。なかなか条件が違いますので、一概に同じようにという

ふうなことにはいかないかとも思いますけども、広範囲である本町の全体整備を進めていくの

に、どれぐらいのスケジュール感でどのぐらいの事業費でやっていくのかというふうな整理を

きちんとして、また提案させていただきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 計画中でございますので、民間事業者への補助金とかという問題については、

明確な答えはまだ出てこないということは承知しております。いずれ決まりましたら公表され

るので、今は結構でございます。今回の新型コロナ感染対策で、光ファイバー基盤整備がクロ

ーズアップされて、国の第２次補正予算に、先ほども課長が言われてました高度無線環境整備

推進事業としての予算が前倒しで計上されています。この事業は、今後も働き改革、新しい生

活様式で重要視され、すべてにおいて北広島町の明暗を占う大変重要な事業であります。きた

ひろネットの導入時には、予想もつかなかった通信系、いわゆるインターネットの普及であり

ます。この大きなＦＴＴＨ事業推進は、本来は、議会や各課横断のプロジェクトチームで推進

することが望ましいと考えておりますが、おっしゃられるように前倒し予算で時間がありませ

ん。ただ、今までの計画を住民に丁寧に説明し、早期の通信系ＦＴＴＨの推進をされるよう要

望します。チャンスを逃さないでいただきたいと思います。続いて、第３次行政改革大綱の実

施計画の３視点のうち１視点の財政の健全化について、お聞きします。時間外勤務の削減につ
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いてであります。時間外の予算は、年度当初予算に計上されていると思いますが、予算ありき

ではなく、担当課の申請書、課長の承認といった正当な超過勤務にはしっかりと手当を支払う、

そういう実績主義として、年４回の定例会ごとに時間外実績を補正予算で提出することができ

るかどうか提案しますが、お考えを伺います。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 時間外勤務手当につきましては、その月分を翌月の給料支給日に支給す

るものというふうになっております。時間外実績によって補正予算化をして支給することは、

翌月支給の規定に抵触するというふうなことになってまいります。時間外勤務につきましては、

予算ありきの勤務ではなく、年度当初に必要最小限と見込まれる時間外勤務手当を予算化をし、

毎月の職員個々の時間外手当の内容など確認しながら、必要に応じて指導や業務改善などをこ

れまで行ってきております。最終的には、実績を見込んで１２月または３月の議会において補

正をお願いしているというふうな状況でございます。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 今、総務課長が言っていただきましたように、翌月支給ですよね、実績に合わ

せた。そういうことであれば、なかなか難しいのかなと思いますけど、全体的に当然、今年度

の時間外手当というのは、それなりの実績を持って、昨年度の実績を持ってやられとると思う

んですが、なかなかそういうのが機能してないんではないのかなというふうな考えを持ちまし

たので、質問をさせていただきました。もう厳密にやっぱり削減と、第３次の行政大綱の中に

も項目がありますので、それに沿って確実に実施していただきたいというふうに思っておりま

す。歳入の確保、強化についてお聞きします。未利用民地の賃貸契約解除については、相手が

おられることですからなかなか難しいと考えますが、所有者へのアプローチの状況を伺わさせ

ていただきます。いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 管財課長。

○管財課長（高下雅史） 賃借契約をしておりました土地のうち、契約解除に向けて所有者へアプ

ローチし解除に至ったケースにつきましては、昨年度は２件ございました。なお、場所につき

ましては、千代田地域が２件でございます。今後も引き続き所管課と連携して、財政負担の大

きい案件に重点を置き、所有者へアプローチを行ってまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 契約条項の解除には、原状復帰というのが原則であるというふうに記載されて

ると思います。原状復帰は、お互いにとって希望されることなのでしょうかというところで疑

問符が付くんでございますが、協議によって歩み寄りできないものかなと、できると私は信じ

ております。努力を惜しまないでいただきたいというふうに思います。次に、未使用資産の賃

貸、譲渡であります。歳入向上、財政負担軽減に寄与しますので進めていただきたいのですが、

現状をお知らせください。

○議長（宮本裕之） 管財課長。

○管財課長（高下雅史） 未使用資産の賃貸、譲渡に関する収入につきましては、まず、貸付けに

ついては、毎年約２０００万円の収入がございます。また、譲渡につきましては、昨年度は約

２７００万円の収入がありました。なお、本年度の状況ですが、測量や分筆等の手続が終わっ

たものから譲渡の手続を進めております。以上でございます。
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○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 鋭意努力いただいてるということでございますが、これも確実に進めていただ

きたいというふうに思います。歳入でもう一つ、今、税金納付書が来ておりますが、その中に

スマホ決済で税の収納が可能になりましたよというお知らせが入っております。収納率を上げ

るため、確実納付が可能な大手のクレジットカード会社の納付導入を検討されたかどうか、お

伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） クレジットカードによる町税等の納付方法につきましては、納税者にお

いて利便性が向上しポイント等が付与されることから、収納率向上につながるものと考え、債

権管理プロジェクトチーム等で過去に検討を重ねてまいりました。しかしながら、納税者、町

ともに高額の手数料が発生する。収納のシステム改修に１０００万円以上のコストがかかるこ

となどから、費用対効果が見込めないと判断し、今のところ導入を見送っております。なお、

スマホ決済においてもアプリによっては還元やポイント付与がされるものがありますので、ご

活用いただければと思っております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 課長のお話の中に、ポイントというものがございます。スマホによるキャッシ

ュレス決済、クレジットカード決済にもポイントが付与され、納税者にもメリットがあるとい

うことでございます。町とスマホの携帯会社、それと大手のクレジット会社、これとの手数料

とかシステム改修がかなり費用の負担がかかるということでの判断で、クレジットカードが検

討はしたけど駄目であったと、さらに手数料がかなりかかるということでございますが、当然、

受益者負担もかかるということでございましょう。ただ、先々確実に納付が見込めるというこ

とであれば、クレジット会社との納付を再検討してみられたらいかがかということを提案をし

ときます。昨日、同僚議員の質問がありましたが、第３次行政改革大綱にもあります公共施設

マネジメントについて、質問いたします。少子高齢化に伴い税収が伸び悩む一方、社会福祉に

かかる費用は増加傾向にあります。これに加え、これまで整理した公共施設は更新時期を迎え

ております。この公共施設マネジメント費用が財政に大きな負担となっております。しかし、

公共施設の縮減管理は喫緊の課題であります。この課題解決に向け、２０１６年から２５年間、

北広島町も国の財政措置がある間に、総合管理計画から公共施設分類及びインフラ資産の各課

個別管理計画の作成を進められていると思います。その進捗状況をお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 管財課長。

○管財課長（高下雅史） 公共施設の廃止、修繕、耐震化、有効活用等の目標につきましては、将

来的な財政負担の軽減、平準化及び適正な公共施設の配置を実現するために、利用率の低い公

共施設につきましては、廃止または他の施設の余剰スペースに機能移転を行い、効率的な既存

施設の有効活用を図ることを目標としております。また、利用者が特定の地域住民や特定団体

などに固定している公共施設につきましては、関係団体への移転、譲渡等を検討してまいりま

す。耐震化につきましては、計画的に進める必要がありますが、耐震性のある既存施設への機

能移転を推進し、今ある耐震化未実施の公共施設に対する耐震補強工事は、利用状況や使用可

能年数及び費用対効果等を検討し、慎重に進めてまいります。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 今、管財課長のほうからのお答え、次の私の質問の中にも若干入ってると思い
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ますので、この計画を推進していくための目標があると思うんですね。例えば、北広島町は公

共施設の５７０か所の総延べ床面積の２１万㎡を３０％削減目標としております。その他、目

標と言えば今の耐震化、有効活用、修繕等、いろいろあると思いますが、今、お答えいただき

ましたので、回答はよろしいかと思います。ただ、財政縮減の折、投資的投入も必要かと思い

ます。本来ならば、国、総務省が地方自治体に財政健全化及び経済財政再生計画の改革で、ス

トック適正化を問うならば、この公共施設マネジメント計画が出来上がった後の措置方法につ

いて、思い切った地方創生臨時交付金の出動を国がすべきというふうに考えております。通告

をしておりませんので、町長の所見は求めませんのですが、国に対して、ぜひ全国の市町村長

会及び全国知事会から提言されることを要望しますので、町長のフォローアップをお願いした

いと思います。先ほど、申しました広島県内陸部振興対策協議会への要望書につきまして、お

聞きします。毎年、この時期には、広島県内陸部振興対策協議会への要望事項を検討され、７

月初旬には内陸協事務局へ届けられていると思います。本来ならば、要望書の作成は執行部と

議会で協議すべきと考えますが、それができないのであれば、執行部の作成した要望案を議長

が承認または再閲した上で、内陸協事務局へ送付すべきと考えております。そうすれば、町長

と議長、及び地元県会議員が出席される１０月の理事会で、さらに論議できる余裕があると考

えております。それと同時に、７月作成の要望案は、興味ある議員が北広島町各課はどのよう

な課題に取り組み、それに対して県及び国へどのような要望活動をしようとしているのかを知

ることができます。我々議会及び議員活動につながる重要な資料と考えております。一つに、

全員協議会等でその要望案を資料提供できないか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 現在、町の要望事項の作成は執行部で行い、町長協議の上、事務局

に送付をしております。広島県内陸部振興対策協議会は、中山間地の４市４町で構成されてお

り、各市町の個別の状況も踏まえ、協議会として中山間地域の課題に係る要望を取りまとめた

内容について、役員である県議会議員、各市町長、議長で構成される理事会の場で慎重に協議

され、国・県へ要望するという流れになっております。要望案は、協議会事務局で作成され、

理事会に提出されるものですので、町の要望事項について、議会との協議、承認ということま

では考えておりませんが、資料の提供は可能でございます。ただし、協議会の会議の時期、要

望の時期があるため、提供時期に応じた内容での資料提供とさせていただきたいと考えており

ます。

○議長（宮本裕之） 湊議員。

○４番（湊俊文） 要望案で結構なんです。正式に理事会で配付されるものと違いがあっても協議

会内でいろいろ協議されたんだなというふうに私は解釈したいと思います。案と要望案作成と

正式、理事会で承認された正式では、３か月のブランクがございます。この３か月のブランク

は、政治活動には不利益なんでございます。そこを考えていただいて、資料配付をいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いをいたします。ぜひ、よろしくご一考ください。以上で、

質問を終わります。

○議長（宮本裕之） これで、湊議員の質問を終わります。暫時休憩します。５０分までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～
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午前 １０時 ４０分 休 憩

午前 １０時 ５０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。次に、５番、敷本議員。

○５番（敷本弘美） ５番、敷本弘美でございます。先に通告をしております新型コロナウイルス

感染症対策について、お伺いをいたします。５月２５日、緊急事態宣言が全面解除されました。

社会経済活動を段階的に再開させ、感染防止と両立するため、新しい生活様式の定着をと呼び

かけがありました。徐々に日常生活を取り戻しながら感染防止に努めていますが、新型コロナ

ウイルスの感染拡大が収まらない４月１６日、政府は、新型インフルエンザ等対策特別措置法

に基づき、緊急事態宣言の対象地域を全都道府県に拡大するとともに、４月７日に決定した緊

急経済対策を一部変更し、全国民すべての人を対象にした１人当たり１０万円の特別定額給付

金が盛り込まれたことは、とてもありがたいことであり、多くの方から喜びのご連絡をいただ

きました。さて、広島県におきまして、１６８名の感染者が出ている中、本町は新型コロナウ

イルス感染症の陽性者は確認をされておりません。正体不明の見えない敵に対し、不安を募ら

せる町民の声も伺います。長期戦を覚悟の上で優先すべきことは、町民の命と健康を守ること

であり、安全対策や感染拡大防止については、町民の皆様のご協力を求めながら実施していく

ことは言うまでもございません。しかし、長引く新型コロナの影響により、休業などで収入が

減り生活が苦しいとの声があるのも事実でございます。生活や経済への影響は計り知れず、終

息が見通せない状況だからこそ、誰一人取り残さないとのＳＤＧｓの理念に基づき、行政機能

を最小限に維持しつつ、子育て世代から高齢者の支援や中小企業の下支え、感染リスクを伴う

医療・介護従事者への支援と国や県の支援に加え、自治体向けの地方創生臨時交付金を活用し、

様々な対策が必要な人に着実に届くよう、現場目線で迅速かつ柔軟に対応していただくことを

求め、以下の質問をいたします。初めに、本町における新型コロナウイルス感染者の現状です。

陽性者は出ておりません。ＰＣＲ検査を受けられた方はいますでしょうか、いらっしゃれば人

数をお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 広島県内では６月９日現在、７３２８件のＰＣＲ検査をされとりまして、

１６８件の陽性が確認されております。ただし、市町ごとのＰＣＲ検査の人数につきましては、

公表されておりませんので、分かっておりません。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） この見えないウイルスとの闘いの中、気が緩めば感染者を出してしまうこと

になります。町としまして、ウイルス感染防止、また感染者を出さないために取り組まれてい

ることがあれば、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 答弁を求めます。保健課長。

○保健課長（迫井一深） 本町におきましては、陽性患者が出てはおりませんが、引き続き町民の

皆様のご協力をいただきまして、感染防止対策には努めてまいりたいと考えております。先ほ

ど、議員のほうもおっしゃられましたが、新しい生活様式の定着に向けて、今後も町としまし



- 68 -

ては、啓発に向けてホームページあるいは広報等でＰＲしてまいりたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） コロナウイルスの感染対策の会議等は定期的に行われていらっしゃるのでし

ょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 町の対策本部会議でございます。定期的と言いますか、国あるいは県の

方針、あるいは状況が変わった中では開くようにはしております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 恐らく、感染対策等もしっかりと協議をされていらっしゃることと思われま

す。町民の今感染者が出ていないということは、町民の皆様の安心感にもつながります。しか

し今後、２波、３波が必ず訪れると専門家の方が述べておられます。今後も各現場に合った感

染防止対策を町長先頭に町民の皆様、役場職員、関係機関、そして議員も一丸となって取り組

む必要があると考えます。現在、我が町は陽性者はゼロですが、新型コロナウイルスは、疑わ

れる患者の救急搬送はありましたでしょうか。あれば、その医療機関への搬送は、受入拒否で

時間がかかった等問題なくスムーズに搬送することができていますでしょうか。また、密集さ

れた救急車内での救急隊員の対策徹底は、どのようにされておられるのかをお伺いします。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（日田靖成） 総務省消防庁の通知に基づく新型コロナウイルス感染症が疑われる患者の

搬送については、１件となっております。この患者さんは、管内の医療機関を受診されたとこ

ろ、肺炎の疑いがあり、新型コロナウイルス感染症の可能性が否定できず、ＰＣＲ検査を受け

るために医療機関が要請した転院搬送であり、問題なく病院へ搬送できております。また、救

急隊員のことですけども、救急車内での救急隊員の対策については、厚生労働省の通知により、

移送の手続に基づき、全身を防護する感染防止を着装し出動をします。患者はストレッチャー

ごと感染防護フードで隔離し、搬送後はオゾン滅菌機等を使用し車内消毒を行っております。

以上です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） これまで問題なくスムーズに疑いのある方１名搬送されたということをお伺

いをいたしました。また、救急隊員の車内での対応もしっかり防護し、されていらっしゃるこ

とが分かりました。医療機関への搬送は問題なかったとのことです。今後、秋から冬にかけ、

インフルエンザが疑われる患者の搬送も加わってくるかと思われます。救急車内での対策は、

しっかりとされていらっしゃいますが、さらに万全の対策をし、職務に当たっていただきたい

と願います。政府は５月１３日、参議院決算委員会で総務省、消防庁は、救急隊員など新型コ

ロナウイルス感染症の対応に従事し、各消防本部が新たな手当を支給する場合には、その財源

として、地方創生臨時交付金を活用できると明言をされていらっしゃいます。本町の考えをお

聞かせください。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） この臨時交付金は、その目的として、新型コロナウイルス感染拡大

の防止及び感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援を通じた地方創生を図ると

あります。本町では、まず、感染予防、拡大防止のための支援や経営に影響のある事業者への

支援に重点を置いた施策を予算化しており、今後も町内の状況を把握し、必要な施策について
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検討することとしております。現時点では、職員の手当の支給については、臨時交付金を活用

する考えは持っておりません。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 新型コロナウイルスの患者を搬送をした場合の手当ということですので、こ

のままそういう患者を搬送しないということが、まず１番のことだと思います。また、今後の

状況を見まして、状況が一変した場合は、また、そのときにはしっかりと検討をされたらどう

かと思います。続きまして、先ほど自治体向けの地方創生臨時交付金のことに触れましたが、

この交付金、活用できる１０９の事例があります。それぞれの地域の実情に合った必要な事業

を実施できるものであり、第１次補正において本町は約１億１４００万円交付をされました。

コロナウイルス対策として、町独自の支援に活用ができます。町独自の支援策と今後の検討事

項があれば、以下５項目、①企業・飲食店、②子ども・妊婦、③障害福祉、④医療・介護現場

従事者、⑤高齢者、それぞれの独自支援策をお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） まず、企業・飲食店については、きたひろ事業者応援給付金、地域

通貨取扱店換金手数料補助金でございます。②の子ども・妊婦については、保育所、認定こど

も園、放課後児童クラブ、妊産婦へのマスク・消毒液等の配付。それから、保育所、認定こど

も園の登園自粛にご協力をいただきました保護者の利用者負担分の減免。小中学校の通学用バ

スの増便に伴う借り上げ料等でございます。それから、③番の障害福祉につきましては、障害

サービス事業所へのマスク・消毒液等の配付、障害児通所サービス費等の減免でございます。

④の医療・介護施設従事者については、医療機関、介護事業所等へのマスク・消毒液等の配付

を行っております。⑤の高齢者についてですが、高齢者を対象に交付金を活用した独自の支援

策については、今のところございません。施設入所の方については、施設内での感染予防のた

めの事業所への支援、それから、在宅の方は外出の機会が少なくなりましたので、電話による

状態把握や民生委員さんによる訪問、また、きたひろネットで体操の放送を流して健康に気を

つけていただいております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） まず、①の企業、飲食店でございます。これは、１つは国の持続化給付金、

売上げが前年度比５０％以上減少した場合に支給される２００万円と、また、個人事業者に最

大１００万円に加え、先ほどのきたひろ事業者応援給付金、対象者には一律１０万円が支給を

されるということです。この１次補正では、新規事業者は前年比較が不可能であることから対

象外でしたが、このたび新規事業者も対象となりました。これを受け、また、きたひろ事業者

応援給付金も対象となるのでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 新規事業者につきましては、本年に入っての新規事業者については

対象としておりません。対象が、昨年７月以降の新規事業者につきましては、１２月までの新

規に起こされたところにつきまして、月平均の売上額と今年度の３月から６月までのそのうち

の一月の売上額の差の比率で対象とさせていただいております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 今年の１月から３月までに新規で創業された会社には出ないということでし

ょうか。
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○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 現在の制度では、本年に入ってからの創業の方につきましては、対

象となっておりません。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） ２次補正で対象と、案として出ておりますので、これが通れば北広島もそれ

に従って出されるということでしょうか、給付金を。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） ２次補正につきましては、また、新たにどういった制度、町として

の支援ができるかというところもありますので、その状況を見て考えさせていただくようにな

ると思います。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 次に、飲食店への支援でございます。昨日もテイクアウトのお昼のお弁当を

いただきました。このテイクアウトのお弁当の応援事業は、北広島町として、いつまでされる

予定でしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（沼田真路） テイクアウトの応援です。今現在まで約８０万ぐらいですか

ね、消費をさせていただきました。今のところ６月末まで継続して行う予定としております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 今のところ８０万で、６月末までということです。福岡では、福岡地域戦略

推進協議会、２１３団体と共に官民が連携し、５月８日から始まったテイクアウト支援事業、

広範囲にわたって飲食店を支えようと１０月末までされるそうです。薬局やホームセンターな

どの敷地を地域の飲食店に無償提供をし、テイクアウト販売が実施できるよう支援をする取組

だそうです。外出自粛期間でも薬局などには足を運ぶ人が多いことから、集客に効果を発揮し

ているとのことです。このような現場の知恵が、また新しい食文化を築くのかもしれません。

本町においても、このような支援を取り入れる考えはございますでしょうか、お伺いをいたし

ます。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（中川克也） 現在、また２次補正などもありますので、町として新たな支援とい

うところについては、随時検討させていただいております。先ほど、議員紹介いただいたよう

な他市町の支援策につきましても、参考にさせていただきながら検討させていただきたいと思

います。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） できる限りの支援をお願いをいたします。続きまして、子どもや妊婦の町独

自の支援でございます。先ほど、マスクまた減免等のお話をご答弁をいただきました。４月下

旬に、ネウボラきたひろしまてごてご事業として、コロナウイルス感染防止対策のために妊婦

さんにマスクを配付されたとのことです。真心に大変喜ばれたことでしょう。先月、知人のお

孫さんが里帰り出産を断念をしまして、不安の中、１人で第１子を出産をされました。コロナ

の影響で母親学級も中止、また、妊婦健診や出産時も家族が付き添えない状況の中、不安を抱

えての出産だったとお聞きをしております。町内にも同じ思いで過ごされている妊婦さんが

多々いらっしゃることでしょう。こういうときだからこそ、少しでも寄り添えるよう、妊婦応
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援金を北広島町の独自支援として考えてあげることができたらと思いますが、考えをお聞かせ

ください。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 妊婦の方に対する給付金ですけども、現在のところは、考えておりませ

ん。しかしながら、妊産婦に対しまして、先ほどありましたように、消毒液、マスク等を配付

をして、そちらのほうで支援をしていきたいと思っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） この４月２７日時点で、住民基本台帳に記録をされている全町民は１０万円

の特別給付金が支給をされました。しかし、４月２８日以降に生まれた子どもは、この対象に

はなっておりません。他の市町では独自の支援として、４月２８日以降生まれた子どもや妊婦

さんに、特別定額給付金と同額や、また半額を支給、様々な応援をされていらっしゃいます。

本町においても、マスク、消毒液はとてもありがたく受け取られていらっしゃると思いますが、

コロナ対策をしながら頑張るお母さんと、また新しい命の誕生に妊婦応援金で独自の支援をし

ていただきたいと強く思いますが、再度、お考えを伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 議員おっしゃるとおり、そういった現金による給付といったことの支援

もあろうかと思います。今後のコロナ対策でどういった経済状況の悪化等を踏まえて、そうい

ったタイミングが来れば給付ということを考えていきたいというふうに思っております。以上

です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 大変なときだからこそ、またしっかりと支えていただくよう申し上げ、次の

障害福祉に移ります。町内１１事業所にマスク、２５５０枚を配付されたと委員会でお聞きを

いたしました。今後、ビニール手袋やマスク、消毒液の追加とのお話でしたが、検温器やまた

フェイスシールドの要望はなかったでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） フェイスシールド、検温器等の要望については、現在のところ届いてお

りません。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 分かりました。この福祉事業所、１１事業所においても、必要な物品も異な

るかと思いますので、何が必要なのか丁寧に聞いていただきまして、必要な物が必要なところ

に届くようお願いをしたいと思います。続いて、医療・介護現場従事者への支援でございます。

これも先ほどの答弁でマスク、消毒液等々支援の中身をお伺いをいたしました。様々な支援を

していただいておりますが、この医療介護現場従事者のところにもフェイスシールドが足らな

いとの声を聞いておりますが、今後、熱中症やインフルエンザと重なることも考えたとき、症

状が新型コロナウイルスと似ており判断が難しくなると聞いております。早急にフェイスシー

ルドの確保が必要かと思われますが、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） フェイスシールドの確保ということでございますが、保健課のほうで備

蓄をしております。それによりまして、介護事業所等につきましては、必要なときに配付をし

てまいりたいと考えております。
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○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 了解をいたしました。スピード感を持っての対応をお願いをしたいと思いま

す。国の第２次補正案に医療介護障害福祉事業所に勤務し、利用者と接する医師、看護師や職

員に対し、慰労金として濃厚接触者に対応した人には２０万円、また、その他の介護施設に勤

務する人には５万円の給付が組み込まれました。いつ終息するか分からない状況の中、医療介

護従事者の方は、日々不安と葛藤しながら懸命に職務を全うされていらっしゃいます。町独自

の医療介護従事者へどのような支援を考えていらっしゃるか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 医療現場、介護現場で従事していただいてる方につきましては、非常に

疲弊をされ、大変な思いで勤務されていることと存じ上げております。今後、医療従事者ある

いは介護従事者に対する支援につきましては、２次補正の内容等を精査しまして、交付金を活

用した町としての支援策をどういったものにするかというところを含め、検討してまいりたい

と考えております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） しっかりと検討をしていただきまして、従事者への支援をお願いをしたいと

思います。続いて、高齢者の健康維持のための支援でございます。先ほどの答弁は、今のとこ

ろないとおっしゃられました。コロナの影響で外出を控える期間の長期化により、健康維持が

一番心配をされます。数日運動しなければ筋肉は衰え、また、人と話さなければ認知機能も低

下をいたします。コロナ対策として、国や県、町独自の様々な支援がある中、在宅高齢者の健

康維持のための支援は何があるでしょうか。数か月の自粛で認知症予備軍も懸念をされます。

住み慣れた地域で元気に生活ができるよう、高齢者の健康維持のための支援策をお伺いいたし

ます。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 高齢者の方への支援策でございます。議員おっしゃられるとおりフレイ

ル予防というところにつながってまいろうかと考えております。保健課としてできますことは、

昨日の答弁とかぶるところはございますが、電話による健康状態の把握、どうやって過ごしと

ってんとか健康状態どうなのといった電話による状況把握をさせていただいたり、きたひろネ

ットを利用した体操等をやっていただいとるとこではございますが、６月１日から徐々にそう

いった介護予防事業等も始めております。そんな中で、アンケート調査も実施いたしますので、

どういった過ごされ方をされとったか、どうだったかいうことを含めて、今後、対応について

考えてまいりたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） これまで自粛をしていました集いの場も、先ほど課長おっしゃられました、

徐々に戻りつつあります。元気体操やまた認知症カフェの会場に医師、看護師が出向き、軽い

認知症検査を受けていただくような体制ができないでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 認知症のチェックということではございますが、そういったことが可能

かどうか、ちょっと検討をしてまいりたいと思います。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 検討してくださるということですので、ぜひ、高齢者に寄り添う支援をお願
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いをしたいと思います。今後、コロナウイルス感染症は、秋から冬にかけて第２波、３波が発

生する可能性が高いと専門家の方々が言われていらっしゃいます。ウイルスが活発化する時期、

インフルエンザと新型コロナの重複を防ぐため、全町民へのインフルエンザ予防接種に臨時交

付金を活用し、助成をされる考えはありますでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 現在、町では、子どもインフルエンザ予防接種費用の助成としまして、

接種時において生後満６か月から小学校６年生までの子どもさんを対象に１人年２回までの費

用の助成を行っております。また、高齢者６５歳以上の方でございますが、１人年１回の助成

を行っております。現在のところ、全町民皆様へのインフルエンザ予防接種助成は考えており

ません。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） そのような答弁だと思っておりました。隣の安芸高田も生後６か月から６年

生まで当初インフルエンザの助成がされていたところを、現在、高校３年生まで助成になって

おります。その辺の考え、今後、検討をされるお考えはないでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 健康保険等での助成等もありますので、今のところ年齢を拡充というこ

とは考えておりません。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 考えていらっしゃらないということですが、しっかり秋から冬にかけてのイ

ンフルエンザとまたコロナの重複を防ぐために、検討をしていただければ幸いです。先日、昭

和大学医学部二木客員教授が、第２波は第１波と同様の感染リスクがあると考えたほうがいい

と、新聞記事で拝見をいたしました。ウイルスが活発化する秋から冬にかけて、インフルエン

ザとの重なりが懸念をされます。新型コロナウイルスとインフルエンザの症状、とても似てい

るところから、見分けも難しくなり、重複流行も考えられます。しっかり今後、検討をお願い

をしたいと思います。次の質問ですが、住宅確保給付金また生活保護に関しての質問でござい

ます。これは、昨日、同僚議員の質問でご答弁いただきましたので、割愛をさせていただきま

す。続きまして、災害時に備え、感染防止を踏まえた避難体制について、お伺いをいたします。

日本列島はこれから本格的な梅雨、また台風シーズンを迎えます。新型コロナウイルスが終息

しない中で、感染を広げないために自然災害にどのように備え、行動をすべきか、３密の条件

がそろっている従来の避難所とならないよう、事前の準備が大事になってまいります。初めに、

指定避難所の点検、確認は済まれているでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 町としましては、避難所の見直し確認を行うこととしております。

前年度からですが、土砂災害警戒区域や浸水想定区域であるか、災害種別に応じた避難所であ

るかを重点にまとめております。本年度に入って現場確認なんですが、新型コロナウイルス感

染症対策の対応で、現在のとこできておりません。年１回の点検・確認は実施する予定で、本

年度は感染防止も含めて点検を行ってまいります。以上です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 現在のところはできていらっしゃらないということです。今回は、普通の災

害時の避難とは別で、コロナ対策が入ってまいります。もう早急に避難所の点検、また確認を
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実施すべきと考えますが、お考えをお聞かせください。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 感染防止ということで、現在、資材のほうも消毒液等を準備してお

ります。これの配備も考えておりますので、それと併せて早急に行ってまいりたいと思います。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 続きまして、避難の方法についてお伺いをいたします。内閣府は、災害時に

避難所での感染を恐れ避難をためらわないよう、危険な場所にいる人は避難することが原則と

強く訴えております。一方で、安全な場所にいる人まで避難所に行く必要はないとしており、

自宅のほか、友人、知人宅を自主避難所として決めておくことや、どこの公的避難所を利用す

るのか、福祉避難所、車中避難も含めて考える必要があると思います。避難所の考え方も昨日

の答弁をお聞きし、様々な方法を考えていらっしゃることが伺えました。この周知はどのよう

にされるのかをお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） この周知でございますが、現在、あなたの避難がみんなの命を救う

というチラシを、現在作成をしております。これは、広報きたひろしま、こちらのほうの挟み

込みでカレンダーがございますが、その裏面全面を使いました資料となっております。こちら

のほうでは、ポイントとして安全な場所にいる人は避難する必要はありませんであるとか、日

頃よく相談をされて、身を寄せられる安全な場所を見ておきましょう、準備しておきましょう。

それから、もう一つは、警戒レベル３、４が出たら危険な場所から避難しましょうというよう

なこと、それと感染防止対策についてもこちらのほうにイラスト入りでできております。こち

らのほうを全戸配布。それから、現在集会所のほうにもその掲示をお願いする予定としており

ます。以上です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） そのようなものを作成をし、全戸配布をされるということです。じきに梅雨

入りも入ってくるかと思いますが、大体いつ頃、全戸配布になるんでしょうか、お伺いをいた

します。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 全戸配布のほうが、広報きたひろしま７月号になります。若干遅れ

ますけども、集会所のほうは支所を通じて掲示のほうを進めていきたいと考えております。こ

れは準備できております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 全戸配布が７月ということですので、各避難所には、早めに点検準備ととも

に置いていただければと思います。安全に避難ができることが第一です。昨日、町内の宿泊施

設５か所が避難所として協力をしていただけるということをお伺いをいたしました。とてもあ

りがたいことです。この５か所の宿泊施設は、どこになるのでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 現在、お話をしているところは、千代田では北ホテル、それからア

ザレア、それから大朝のほうではグリーンヒル、そして芸北のほうではオークガーデン、それ

から豊平地域ではどんぐり荘というところにお話をしております。協力依頼という形でお話を

しているものでございます。以上です。
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○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 各旧町に宿泊施設を協力をしてくださるところがあるということです。この

５か所の宿泊施設を昨日の答弁では、多くの避難所を開設する中で、対応ができなかった場合

にということをおっしゃられましたが、この５か所の宿泊施設を、例えば支援が必要な人、ま

た、妊産婦、重度障害者と家族の方が安心して早めの避難ができるよう、優先的に避難をして

いただく場所として考えてみてはどうかと思いますが、考えをお聞かせください。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 避難所の考え方で、通常の避難所と福祉避難所というのを準備をし

ます。介護が必要な方とか、どうしても横にならないといけないという方は、まずはそちらの

ほうとなります。これは、町のほうとの話をさせてもらって、それから福祉避難所の開設、そ

れから受け入れが可能かということで、そちらをまずは使うということに予定しておりますの

で、福祉避難所の対応となると考えております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 福祉避難所も旧町にございますが、高齢者の施設になっています。感染防止

を考えたとき、やはり妊産婦また障害者の方が安心して避難ができるのは、個室のある宿泊施

設が適切だと考えます。他の市町もそのように対応を考えていらっしゃるところもありました。

再度お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 感染防止の考え方として、まずは、福祉避難所を話をさせてもらっ

て感染防止のことも考えていきます。それから、どうしてもということになりますと宿泊所、

こちらのほうに協力を依頼するという形になろうと思っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 次に、避難所での感染対策をお伺いします。感染対策に関しましても、昨日

の同僚議員へのご答弁を伺い、様々な備品が用意、また準備をされているようで安心をいたし

ました。避難所が学校であれば、昨年エアコンが整備をされた教室や、また家庭科室、図書室、

視聴覚室等を分散避難の場所に考えている自治体もございますが、そのようなことは検討され

ていらっしゃいますでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 分散避難の考え方で、まずは大きな避難所を開設する予定ではござ

いますが、あとは、学校の体育館等をだいたい開けるという予定にしておりました。現在、校

舎の教室についても協力をお願いをしているところでございます。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 現在は協力をお願いをしているということですので、本当に夏場、これから

の時期ですね、暑さ対策のこともございます。また、少し体調がよくない方もありますので、

そういった方々にそういうスペースに入っていただけるよう、しっかりと検討をお願いをした

いと思います。次に、各自治体、様々な工夫がされておりますが、誰もがこれまで経験のない

ことですので、今できることを１００％行いながら、避難所から１人の感染者も出さないよう、

万全の対策をお願いをいたします。続きまして、避難所での備蓄品の拡充です。現在、備蓄を

している品、これも昨日ご答弁をいただきましたので、今後、拡充していく備蓄品があればお

伺いをいたします。
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○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 現在、感染防止に関しましては、補正予算、こちらのほうで対応し

ますし、また、県のほうからも間仕切り等、段ボールベッド、そのほか、昨日も答弁しました

が準備を進めておるところでございます。現在のところは、こちらのほうで感染防止を進めて

いくということと、また、避難所の関係でご意見をいただきながら、今後検討を、その他の資

器材については考えていきたいと思っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 昨日、備蓄品をお伺いした中には、従来から災害時の備蓄品である粉ミルク

等がなかったと思います。また、近年液体ミルクを導入をされている自治体が増えています。

この液体ミルクは、常温保湿が可能で、粉ミルクのようにお湯で溶かす必要がなく、災害時、

避難所においてもすぐに飲むことができます。災害時を想定した液体ミルク導入の考えはない

でしょうか、お伺いをいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 他の自治体についても粉ミルク等の備蓄をされているという状況も

把握をしております。今後状況を見ながら検討させていただきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） しっかりとご検討をいただき、液体ミルクの備蓄等もお願いをしておきます。

最後になりましたが、新型コロナウイルス感染症の一日も早い終息を願い、町民に寄り添う町

長の所見をお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 本町におきましては、これまで感染者が発生していない状況が続いておりま

す。これは、緊急事態宣言による様々な対策につきまして、町民の皆さん、医療機関や介護施

設、企業の皆様など、ご協力をいただいているおかげであり、感謝を申し上げる次第でありま

す。現在、段階的に国や県の制限が緩和されましたが、日常生活も大きく変化しつつあります。

今後は、第２波が心配されます。町民の皆様におかれましても、引き続き新しい生活様式の取

組を実践していただきたいと思っております。町としましても、新型コロナウイルス感染症が

終息に向かっていくように、引き続き感染の状況を察知し、感染拡大防止対策を継続してまい

りたいと考えております。また、経済対策等につきましても、できることできないことありま

すが、できるだけの対応を必要に応じて進めてまいりたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 敷本議員。

○５番（敷本弘美） 国の支援に加え、また、希望と安心につながる北広島町独自の支援が町民に

届くことを願い、質問を閉じます。以上でございます。

○議長（宮本裕之） これで、敷本議員の質問を終わります。暫時休憩します。１時から再開いた

します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １１時 ３７分 休 憩

午後 １時 ００分 再 開
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。休憩前に引き続き、一般質問を行います。次に、１３番、伊藤

議員。

○１３番（伊藤淳） １３番、伊藤淳です。質問に入る前に、１２月に子どもが生まれました。そ

の写真を友人に見せたときに言われました。もう髪の毛で負けとるでと、息子の髪は生まれた

ときから多くて、既に父親越えをされました。私の髪に未来は少ないんですけども、子どもに

は髪以外の多くの未来がありますので、その未来を思い浮かべながら、今日の質問をしていき

たいと思います。質問事項は、スローライフの魅力と光ケーブルの有用性についてです。参考

資料として、芸北分校の学生が作ったポスターがあります。何もない、それが君を成長させる。

殻破ってかない、という２枚です。こちら参考資料として出させてもらったのは、スローライ

フの魅力として、このポスターがすごく分かりやすかったです。何でもそろう都心部に比べる

と、うちの町は何もないかもしれません。だからこそ、環境をよくしようと頭を使います。加

えて、地域からの協力が多くある。そのような状況下でいうと、何もない、それが君を成長さ

せるというポスターはすごく力強いメッセージを感じます。さらに、個性を認める地域がある

からこそ、殻破ってかないというふうに自分の個性を主張、かつ磨くこともできる。それが実

践できる場所としてすごく分かりやすいポスターだと思いました。このスローライフというの

は、いい意味で言えば何もないというのが分かりやすいものではあるんですけども、なきゃい

けないものもある。それが、今回出させてもらってる光ケーブルという部分です。現在、町内

でもウェブ会議は多く行われています。私は、このような状況になる前からウェブ会議を利用

しているんですが、そこまで利用頻度は多くありませんでした。それは、相手も慣れる必要が

あったからなんです。しかし、現在状況が違ってきました。画面越しと対面との違いを理解す

れば、そこまで差を感じず日頃から使えるものです。しかし、北広島町ではなかなか日常的に

使えない理由があります。その理由はインターネットの速度不足です。そのため、今まで数度、

インターネット環境に関する質問をしてきました。実際、あるアプリでウェブ会議を何度も試

した結果、人数が多くなると映像や音声が途切れがちになりました。このアプリは、データ通

信量としては少なめのものだったので、やはり基のインターネットの部分かなと思う部分があ

ります。質問でいきますと、行政でもウェブ会議を試してると思います。昨日もありましたよ

うに校長会でも利用されてるということがありました。きたひろネットによるウェブ会議では

どうだったか、そこをお聞きいたします。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 行政で行ってますウェブ会議ですけども、これにつきましては、地域イ

ントラのネットワークを使用しておりますので、きたひろネットの回線は使用しておりません。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 分かりました。きたひろネットではウェブ会議を利用されてないと、昨日の

校長会と言われた部分も同じでしょうか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） はい、そうでございます。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。
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○１３番（伊藤淳） 分かりました。町外の団体とテレビ会議等やウェブ会議をしてはなかったで

しょうか、行政のほうでは。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） それにつきましても、きたひろネット回線ではなくて、地域イントラの

回線でやっております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 悪く言うようであれば、北広島町の行政だけが使える地域イントラネット、

これ光ケーブルだったと思います。まず、そこの確認をしたいんですが、光ケーブルでよろし

かったでしょうか、その地域イントラネットでいきますと。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） そのとおりです。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 分かりました。では、きたひろネットによる部分でちょっとお話を進めさせ

ていただく部分があります。いくらか、私のほうでもヒアリングした結果、また、自分でも使

ってみた結果です。きたひろネット１Ｍｂｐｓの契約でいきますと、最低料金の部分ですね、

だとかなりの頻度で回線が切れて重要な会議にはなかなか使えないようでした。また、３０Ｍ

ｂｐｓの契約、これが上から２番目で２桁以上の相手がいるウェブ会議等でいきますと、映像

や音声が途切れがちになりました。そのような事例を行政は確認しているかどうかをお聞きい

たします。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響によりまして、リモートワーク

やオンライン授業などの需要が全国的に急速に拡大をしており、結果として全国的にインター

ネットの速度の低下やつながりにくいなどの事象が発生していたということは把握しておりま

す。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） であれば、それは全国的な問題であって、きたひろネットの問題ではないと

いう回答で、認識でよろしいでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） いろんな要因があろうかと思いますけども、全国的な通信回線の利用量

が増えたということが大きな要因だと捉えております。理論上、３０Ｍｂｐｓあれば十分にこ

のウェブ会議等はできるものとは思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 原因がどこにあるのかを分析しているかというのは次の質問だったんですけ

ども、今のコロナのこの状況下でいきますと、確かにその要因は外せないと思いますが、実際、

以前から使っているという部分でいくと、やはり途切れがちだなと思うときがありました。で

あれば、このコロナの影響以前にそのような状況を確認してるかどうかをお聞きいたします。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 個別にウェブ会議等が途切れがちというふうなところは聞いてはおりま

せんけども、いろんな意味でなかなか途切れがちな部分があると、容量によってはそういうふ

うものがあるというのは聞いております。また、その要因につきましては、先ほどの利用量の
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増大ということもありますけども、それぞれの機器の状況であったり宅内の状況であったり、

いろんな要因があろうかと思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） であれば、きたひろネットの同軸ケーブル、ＨＦＣ方式ですね、これは以前

からやはり容量不足の可能性があったということで、まず確認をしたいんですけども、まずそ

ういう認識でよろしかったですか。ごめんなさい、いろいろな要因があるという答弁でいうと、

私も他にどんな要因があるのかなと分からない部分がありましたので、そこをまず確認させて

ください。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 同軸ケーブルのお話でありましたけども、同軸ケーブルだからというふ

うなことではなかろうかと思ってます。これは、光でつながってた場合でもいろんな要因で先

ほど申されたような現象は起こると思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 必ず途切れないインターネット環境なんていうのはあり得ないとも思います

ので、それは分かる答弁なんですが、途切れる頻度、使いやすさという部分でちょっと話を進

めさせていただきたいです。私の考えでいきますと、今きたひろネットで使われてる同軸ケー

ブル、ＨＦＣ方式でいうと途切れがちであると思います。普通のインターネット回線でちょっ

と検索するという程度であれば、ＨＦＣ方式、同軸ケーブルではそこまで途切れないと思って

おります。それは、確かにそう思いますが、今後、ウェブ会議等を推進していく等を考えると、

なかなか途切れがちになるんじゃないかなと思います。これをまた質問しても同じ話になりま

すので、途切れがちになると思う前提でちょっとお話をさせていただきます。同軸ケーブルで

いうと、例えば、同じ地区で複数世帯が同時にウェブ会議などをすれば、回線速度が落ちるか

どうかをお聞きいたします。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） それも同じ地区での回線の使用状況によりますけども、これにつきまし

ては、現在、きたひろネットでは先ほど言われましたように３０Ｍｂｐｓ、最大１２０Ｍｂｐ

ｓございます。そこら辺のところを増やしていけば、その可能性は下がってくるとは思います

けども、そこの使用の状況によって同軸ケーブルあるいは光ケーブルどちらでも起こる可能性

はあろうかとは思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 実際のところ、落ちると思うんです。どのような可能性があるとも言えるん

ですけども、今後でいうと確実に時代が変わりまして、インターネットの重要性がいや応なし

に高まってきます。利用人口が増えれば加速度的に環境は変わっていきます。また、何かしら

有事があった際の選択肢が増えるというのも、光だと可能性が広がると思います。行政では、

回線速度が落ちる等の確認は地域イントラネット、光ケーブルだったので確認できてないから

ということで言ったんですが、地域において光が入ってるところは本当に少ないです。そうい

う意味でいきますとインターネット回線速度が落ちるから１２０Ｍｂｐｓ、最大量契約しても

っとどんどん使ってくださいというのでいきますと、１Ｍｂｐｓの最低料金でいうと使えない

ですと言ってるようなものだとは思うんですけども、利用しやすくという部分で、私は回線速

度がまだまだ必要なんじゃないかと思います。そういう意味でいきますと、今日、今からの部
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分で特に言うんですが、光という言葉は、インターネットを高速化する光ケーブルのことで、

北広島町では、これはほとんど入ってないＦＴＴＨ方式のことを言います。現在、北広島町で

使われてるのは、同軸ケーブル、ＨＦＣ方式であって、これよりは光のほうが確実に早いと考

えてます。この同軸ケーブルと光とでいくと、確実に差があるというのは、そこは認識されて

るのはお間違いないでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 高速化、高度化につきましては、当然に光のほうが有用性があるという

ふうな認識はございます。そういう認識を持って、今後、そういうふうな整備も含めて考えて

いるというふうな状況でございます。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 分かりました。早いというのが認識できた上であれば、次の質問にまいりま

す。インターネットを通した画面越しでの仕事は今後拡充し、今後は日本全国で移住が盛んに

なると考えます。実際に東京圏における１万人に対して取ったアンケートでいきますと、移住

への関心が４９．８％というような数字が出て、またこの数字はその後も上がっているという

のも見ました。確実に移住が促進されるというのは思います。今日の午前中の同僚議員の質問

でも同じようなお話がありました。しかし、この移住を考えた際に、住環境、住みやすい家と

か環境ですね。子育て環境、そしてインターネットがよくないと移住してきてくれません。こ

れは全国移住フェアとか移住に関するものがいろいろあるんですが、聞かれることが多い部分

の３つの質問項目だったりもします。この部分で、行政の所見として移住に関する所見、今日

同僚議員が聞いたとは思います。改めて軽く聞かせていただきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 移住ということのご質問でございますけども、インターネットの環境と

いう視点でのご質問でありますので、そういう方向でご回答させていただきます。移住先を決

定する上で、人それぞれ様々な要件があるかと思いますけども、今議論になってますインター

ネット環境、ここら辺も大きな要因の１つであるとは思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 光ケーブルの部分でいきますと、必要と思われるということであれば、ＦＴ

ＴＨの導入計画、こちら改めて確認程度にお聞きしたいです。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 光ケーブルの導入計画につきましても、ご説明をさせていただいており

ますけども、今後の情報基盤の高速化、大容量化に対応するために、民間の能力を活用した民

設民営方式による光ファイバー網の整備に向けた詳細案を現在整備をしているところでござい

ます。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） では、その上で、明るい未来としてインターネットを使って、光を使って、

明るい未来を考えていくという部分でイメージしてほしいです。田舎ならではの豊かな自然に

囲まれて、子どもを伸び伸びと育てられる地域と学校、仕事は今までの仕事を光ケーブルを通

してやっていくといった、明るい未来を町外にいる北広島町出身者に見せていきたいです。ま

た、それに伴って北広島町出身者だけではなく、魅力を感じてくれる移住者を受け入れていき

たい。私自身、外で修業するのもいい、帰れる北広島町を用意しておくというつもりで活動し
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てまいりましたので、こういう未来を見ていくために、光ケーブルが必要だと思います。実際

に、では、その有用性について幅を広げていきたいというところでの視点で質問していきます。

小さな小学校、中学校、高校が可能となる上で、多彩な人材をより活用できる教育が提供でき

るようになると考えます。その点、行政での考え方、どのようなものがあるかお聞きしたいで

す。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 現在、国が進めておりますＧＩＧＡスクール構想におきましても、

議員ご指摘のようなことが言われております。光ケーブル以外の環境整備も必要でございます

が、学校間をまたいでのオンライン授業や専門家を教材とした授業の展開も可能になると考え

ております。以上です。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） ＧＩＧＡスクールの部分は全協でお話を聞いてはいるんですが、この中で本

町の児童生徒を誰一人取り残すことがないということでのＧＩＧＡスクールでした。ちょっと

通告外になるので答えていただけるかどうか分からないんですが、このＧＩＧＡスクールは小

学校、中学校対象にということでお聞きしています。高校、県立高校と私立高校とそれぞれあ

りますが、県立高校と私立の学校等はその計画に入っていますか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 教育環境全体で進めるということで、進められているというふうに

聞いております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 県立高校は県からの部分があるとは思いますが、私立も同じようにあるのか

どうか、それを本町として、北広島町として後押し、推進していくという姿勢はあるかどうか

をお聞きしたいです。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 県立高校につきましては、県からの指導がございまして、私立高校

についても県からの指導がありまして、必要な機関からの指導の下に進められているというこ

とでございます。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 分かりました。通告外なのでこれ以上は聞かないですけども、なかなか難し

い状況もあるともお聞きはしていますので、今後ちょっとそこは注力して、注視していきたい

と思っております。でいきますと、明るい未来ということで話を戻させてもらいますと、先ほ

ど、多彩な人材に対して専門の方を誘致してというのがありました。私自身、この小さな小中

学校、高校が可能となるといった部分でいきますと、こういう案があります。多くの先生が学

校におらずとも光ケーブルを通しての授業が可能となります。教室には、モニターとスピーカ

ー、カメラとマイク、そして生徒たちを対話する先生、担任がいる。その上で、モニターには

授業を進める先生が１人いる。そうすると生徒たちの前には先生が必ず２人いる状態です。そ

して、学校間には、光、ＧＩＧＡスクールも含めて、地域イントラネットも含めて使えるとい

うことであれば、同時に学校の授業を１人の先生が進める。担任はそこに一緒にいて、教室に

はどの教室にも先生が２人いるような状態を作れると思います。そうすると、小さな学校、バ

ス通学がすごく遠いけども、そこにしかないから行くのが小さな学校が可能となれば近くに学
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校があって、地域で育てられて、かつ先生は２人必ずいるような状態の学校も可能となります。

これには、各学校の生徒同士の交流とかも生まれるとは思うんですが、そのような案はお持ち

でしょうか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 今のところ持っておりません。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 今のとこ持っておられないというのは、きたひろネットの回線量でいくとこ

れはかなり難しいですし、そういう設備も今の町にはなかなかないので、やろうと思えばでき

るんですけども、なかなかないので、今現在ないのは分かりましたが、光の導入計画があるの

であれば、それに先立って、こういう計画、こういう案ができるのではということで今からそ

ういう計画をいろいろ立てて、明るい未来をつくっていただきたいです。先ほど言ったような

案には、ほかにもいろいろ案を付け足しますと、毎年、特別授業を行ってくれるロケット教室

の植松さんの話を町内の学生が全員が聞けるといったことも可能です。また、町外の異業種や

海外の講師による生の現場からの配信授業なども可能となって、幅が広がる授業、多くのこと

を体験、経験できる可能性が広がります。また、担任は生徒に集中できて、専門で進めてくれ

る先生が町に１人、２人いて、担任はその授業を一緒に見ながら、かつ生徒にきめ細やかな指

導をするというと、生徒の指導に対してより細やかな対応が可能となって、これは小さな町の

大きな売りになると考えます。また、インフルエンザは、収まった、治ったけども、まだ登校

できないというときには、自宅から授業を受講できることや、自宅からの配信が可能となるの

であれば、逆に産休の先生が生徒の様子を見ること、人材活用の幅が広がるとも考えます。他

に思いついた案もいろいろあるんですが、ずっと話しちゃうのでこの辺で切りますと、そうい

うのを今後、導入計画を作る上で一緒に考えていくような住民との機会、住民との場みたいな

のも考えられるでしょうか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 住民の皆様の場を設けるということは、現在考えてないんですけれ

ども、他の先進事例であったり国の指導であったり、そういったものをしっかり勉強させても

らって、生かしてまいりたいというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 本当に生かしていただきたいです。次の部分でいきますと、ドミニカ共和国

ですね、光を通したスムーズな交流が可能となりますので、オリンピックに向けて、オリンピ

ック後の交流にも活用できると思います。そういうふうな案は、何かお持ちでしょうか。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） ドミニカ共和国との交流ということでございます。現在、ドミニカ共

和国とのやり取りはメール、そしてＳＮＳなどインターネットを活用しております。今の段階

でもリモート会話をすることは可能ですが、高速ブロード回線、こちらを使用することで、こ

れまで以上に活用の輪が広がると考えます。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 本当に、回線速度があれば、本当に広がるのがインターネットの世界だと思

いますので、活用していただきたいです。実際、延期となっているオリンピックの熱、これを

まだまだ盛り上げられる可能性もありますし、オリンピックが終わっても交流が続けられ、か



- 83 -

つその費用が抑えられる、これがインターネットのよさだと思っております。他にと言います

と、運動会での映像で、ドミニカから直に挨拶をしてもらうとか、形を考えれば競技への参加

みたいなのができるのではないかなとか、ドミニカにもトラックを作ってもらって一緒に走っ

てもらうと、スピードを競うみたいなのもいうと結構面白いんじゃないかなと思ったりします。

問題点もあります。団体競技だったりこういった危機があると、校内でのメンテナンスかつ

ランニングコストなどもありますので、その点もいろいろ考えていかなきゃいけないところが

あるのは分かっております。その上で、次にまいります。北広島町の魅力発信としてＣＭを作

ったと思いますが、アップロードに時間がかからなかったかをお聞きいたします。こちら、北

広島町新規就農と検索すれば、北広島町新規就農ですね、農林課が作った５分ほどのＣＭがあ

ったと思います。こちらはどうでしょうか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 昨年度、農林課におきまして、北広島町の新規就農者のＰＲ動画を作成

いたしまして、動画配信サイトに掲載いたしましてＰＲ等に活用してる状況でございます。ア

ップロードの時間についてのご質問でございますけども、この動画配信サイトへのアップロー

ドにつきましては、通信会社のＬＴＥ回線で実施いたしまして、約５分で行ったとこでござい

ます。以上です。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） やはり光ＬＴＥ回線等でいくとやっぱり早いと思う。きたひろネットの回線

でいくと、契約量にもよりますが、上りはなかなか変わらないのでかなり時間かかったと思い

ます。でいきますと、例えばでいきますと、写真コンテストなどでの写真、これとても画素数

が多いです。データ量はとっても多いです。北広島町の豊かな自然を１枚撮るというのでは足

りず、何枚も撮ってもらいたいと思ったときに、このデータ量の多いきれいな写真、その中か

ら厳選して何枚かを北広島町からインターネットで送って北広島町の魅力発信というふうにな

ったときに、物によっては数分かかると、１枚送るだけで。これが途中で嫌になって送る枚数

が少なくなる、イコール北広島町全体の魅力発信の低下になると思います。こういった部分で

いくと、北広島町の発信力としてインターネットの速度は必要と考えるんですが、その有用性

に対する所見をお聞きしたいです。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 情報発信ということですけども、動画配信や先ほどの画像でありますと

か、大容量の情報交換、あるいはＩＯＴ機器の普及などに対応する情報基盤の高度化、高速化、

これは必要であるというふうには認識しております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 高速なものができれば、発信力というのは確実に高まるのかなと思っており

ます。発信力に関して、付け加えていきますと。申し訳ございません。時間がなくなりそうな

ので、ちょっと次に行きます。しゃべり過ぎますね。広い北広島町では、移動に時間がかかっ

て人件費が多くなっている要因になってると思います。光ケーブルの活用が進めば、人件費の

圧縮は人材育成の促進につながると考えてます。これは同僚議員の財政指標に対する答弁でも

ありましたように、面積が広いからこその人件費がかかっているというのがありました。人件

費の圧縮、人材育成の促進等に光ケーブルが活用できないか、これに対しての所見をお聞きい

たします。
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○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 広い地域での移動に時間がかかるということでありますけども、光ケー

ブルの活用によりまして、効果的な情報処理、情報分析あるいは遠隔地に在住する外部人材と

の情報交換などに活用できれば、その可能性はあると思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） その辺、具体的にこのような試算があるとか、そういったのは何か数字はあ

りますでしょうか。絵に描いた餅ではなく、ここまでできるんだというふうなところまででき

れば頂きたいです。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 直接的に、移動に時間がかかって人件費が多くなっているというふうな

ところは把握しておりませんし、それが大きな要因であるというふうには思ってはおりません。

この光ケーブルにつきましては、そういうふうな町内、人件費との関わり合いではなくて、効

率的な事業運用でありますとか遠隔地との情報交換というところで間接的な人件費の削減が図

っていけるんじゃないかというふうには思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 間接的なとありますが、結局、例えば私がイメージしたものでいきますと、

千代田の本庁から３０分以上かかるところは北広島町内ざらにあります。そんなところに職員

が説明に何かしら行かなければならないときに、行く人数は何人だったかと思ったときに、例

えば、３人行く場合に対して光ケーブルがあり、かつ高速情報通信網が無線でもできる状態で

いきますと、１人がタブレットを持っていって説明時には画面越しに２人いて、タブレット１

人で３人が説明しに行くと、そうすると２人は本庁にいる状態でいくと３０分の移動時間が２

人分節約できます。そうすると、人件費としては、本庁にいる２人分の合計２時間ですね。３

０分、３０分の２人分、２時間の人件費が浮く、これがほかの仕事へ回せる、こういったのを

想像しました。今日、最初に出したこの参考資料、殻破ってかないというのはそういう考え方

から考え変えていかなきゃいけないのかなというふうにも思う部分があります。その点、ちょ

っとイメージを膨らませた上で、どのようなことが可能になるか、今みたいな例が可能となる

かどうかをちょっとお聞きしたいです。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今、議員ご指摘の例でございますけども、直接的に人が移動して直接対

応するという業務につきましては、光ケーブルによってこれが圧縮できるというふうなものに

は、なかなかならないと思います。これまでも光ケーブルあるいは画面越しに話をして済むよ

うなものであれば、電話でもできますよというふうなことがお答えさせてもらってますけども、

今の例で直接的に人件費がこれぐらい圧縮できるというふうなことは、なかなか難しいかなと

は思いますけども、光ケーブルの敷設によっていろんな可能性が出てまいります。よく言われ

るスマート農業であったりＩＯＴの普及であったりすると、そこら辺を活用した業務の改善で

あるとか住民との関わり、そこら辺が出てきてまいりますので、そういう意味では、広い意味

では人件費の削減にもつながっていくんであろうというふうには思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 間接的に、実際直接的に減るんじゃないかなと思う部分があるんですが、実

際、使ったかどうかやってみないと分からない、イメージできないものもあると思いますので、
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光ケーブルが敷設される前、実際やってみていただきたいと思っております。殻破ってかない

というのは、そういうふうに思った部分もありまして出させていただきました。例えば、それ

でいきますと、各種式典で来賓の出席がテレビ会議で可能にもなると思います。そうすれば、

入学式や卒業式などのどうやっても日程が重なるものに、町長の代わりに何人の人材が要るん

でしょうか。実際に町長の代わりに代理で出席される方が何人もいらっしゃいます。時間を決

めれば、町長の祝辞を同時に配信できるといった案も、私はちょっと考えれば出てきたんです

けども、そういったイメージを持っていただきたいとも思っております。次の質問にまいりま

す。よく言われる光ケーブルの有用性でいきますと、遠隔地での医療体制の充実があります。

現在の医療体制について、光ケーブルが加わるとどのような未来が開けるかを、お聞きいたし

ます。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 光ケーブルの整備により高速かつ大容量の伝送が可能となりましたら、

医療機関の通信環境も改善され、医療情報ネットワークの構築やオンライン診療の普及が期待

されるものと考えております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 実際、本当にそうだと思います。これについては、以前にもお聞きした部分

がありましたので、詳しくは聞かないですが、実際に困っている、もっと言うと活用が広がっ

ていくと思います。それがずっとこの数年横たわっていたままで今のきたひろネットがあった

ので、本当に導入計画を急がなかった理由は何なのかと思う部分があります。このコロナ禍で

こそ進んだのかなとも思ったりはするんですが、その辺は、置いておきます。今日は明るい未

来を話したいので。他にというと、このようにＩＴ化を進めていくと、行政内でのデータの扱

い方、広報紙ですね、例えば。今日、同僚議員の答弁に対してあったんですけども、インター

ネットを通じて町報の広報などがペーパーレスになると、早く安く住民に広報できると考えま

すが、その所見をお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 広報紙につきましては、紙ベースで全世帯に配布をしておりますけども、

ホームページでも同時に公開をしてるとこであります。広報紙のペーパーレス化につきまして

は、ホームページを見ていただければということにもなりますけども、受取り側の環境整備も

必要となってまいります。また、電子機器の使用が不慣れな方もいらっしゃると思います。こ

れらの課題をクリアしない限りは、広報紙等の情報をすべてペーパーレス化することは難しい

と考えております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） 実際、紙でのよさ、画面上でのよさ、タブレットとかですね、はそれぞれよ

さがあります。これ一長一短必ずあります。が、私の言う町広報はペーパーレスになるという

のは、実際、今のＰＤＦデータ、二、三十ページあるものをダウンロードしようとすると、や

はり回線速度が遅めでいくと、少しかかります。回線速度によるんですけども、かかる場合は

結構かかったりします。まだまだまだまだかかるなという場合があると思います。その辺をイ

メージできるかどうかが、体験するかどうかが光の有用性に気づく場面だと思うんですが、実

際にどれぐらいかかるか、１Ｍｂｐｓでというのを試されたことはありますでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。
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○総務課長（畑田正法） 実際開いてみたことはありますけども、１Ｍｂｐｓで見たということは

ございません。ホームページには、ＰＤＦとそれと電子ブックという２つの方式で上げており

ますけども、おっしゃられるようにかなり時間がかかる場合もございます。これを高度化して

さくさくと見れるというふうな環境整備や光化も含めて進めていけると思いますけども、先ほ

ど申しましたように使用する側のほうの体制も整備していかないと、これに統一するというこ

とはなかなか難しいと思っております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） やはり、環境を変えると使う側の環境も変えないといけない。ただ、今後、

データの使い方というのはかなり変わってくると思います。導入計画、光ケーブルやＦＴＴＨ

の導入計画はあれど、じゃあ行政内の文書の扱い方、データの扱い方、この辺も整備してかな

きゃいけないかと思います。先ほどの話でいきますと、そういうふうにデータの扱い方、ガイ

ドライン等のお話は今日ありましたが、そういうふうなデータの扱い方に対する指針や計画づ

くり等は今あるんでしょうか。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 今、庁舎内でＤＸ、デジタルトランスフォーメーション推進のチームを作っ

て、これからどうあるべきかというとこも含めて検討をしています。プロジェクトチームみた

いな形で、今、始めております。光ケーブル化してインフラ整備ができたとしても、そういっ

た、そこで何をするか、ソフトの部分も相まっていかないと、効果は少ないというふうに思っ

てますし、庁舎内のほうもどうすべきかいうところも併せて検討は進めていきたいと思ってお

ります。ただ、目標はつくっていこうと思ってますけども、受け手の方が高齢者の方もおられ

ますし、いろんな方がおられるんで、そこのところも配慮しながら、一遍にこう変えますとい

うような形にはなかなかならない部分もあるんじゃないかなというふうには思ってます。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） ＧＩＧＡスクールでいうと、誰一人取り残すことないというのがありました

が、本町でもそれは年齢層に応じてそれぞれあると思います。ただ、光ケーブルという部分で

いきますと、今後、必ず必要になってくるものなので、年齢層の対応は必ず必要です、必要な

んですけども、若い者に向けての環境整備という視点で、環境整備を進めて、そのプロジェク

トチームでのそういう視点での話し合いをしていただきたいと思っております。そういった部

分でいろいろ私の案を出したんですが、そのほかの分野での有用性、光ケーブルの有用性は何

かございましたでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 光ファイバー網の整備による高度情報通信環境の実現は、今後の５Ｇの

整備でありますとか、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の実現のための基盤として必要であるというふう

に考えております。活用範囲につきましては、ただ単に情報のやり取りだけではなくて、農林

漁業における作業の自動化でありますとか省力化、防災分野における安全な避難、救助や物資

の最適配置、配送、交通分野における自動走行やスムーズな移動など、多くの分野においてＩ

ＯＴ、ロボット、人工知能、ビッグデータ等の先端技術を社会生活に取り入れる基盤になるも

のというふうに捉えております。

○議長（宮本裕之） 伊藤議員。

○１３番（伊藤淳） いろいろな有用性があります。加えてでいきますと、例えば、ＶＲ技術とい
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うものがありまして、乙九日火祭りでの武者行列で着ている鎧の音と松明の焼ける音、これを

鎧武者の気持ちで味わえるような映像と音。ほかには、そばまつりで熟達した手さばきと繊細

さを打ち手視点の映像で見れる。きちゃん祭、雪合戦、ヘルメット越しに伝わる硬い雪玉の衝

撃のある映像、こういったものも配信できるのがいいと思います。本当にそういう明るい未来、

広がる未来を考えて、光ケーブルの導入の計画を進めていっていただきたいです。以上で、質

問を終わります。

○議長（宮本裕之） これで、伊藤議員の質問を終わります。暫時休憩します。２時までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 １時 ４７分 休 憩

午後 ２時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。次に、１番、濱田議員。

○１番（濱田芳晴） １番、濱田芳晴でございます。今回も次世代を考えるパート３２になりまし

た。前回は、大災害に備えての基金の積立が必要ではないかいうことで質問をしております。

回答は、補助金の見直しを進めていくとの答えでございました。そのとき、イベントの見直し

をしてはどうだろうかと、最後に訴えております。これが夢のようなことが起こって、イベン

トがほとんど中止になっております。その後、広報きたひろしまで北広島町の財政事情が３月

３１日現在、各会計ごとの基金積立金と地方債、借金が詳しく説明されておりました。町民の

方もよく分かったと思っております。その頃に、広島市は、市民１人当たりに換算したデータ

を広島市の広報紙に出しておりました。この資料をここに付けております。市民１人当たりに

換算すると、一般会計だけのことでありますが、いろんな項目に仕分をして人口で割れば、こ

れは金額が出るわけでございます。予算は５４万９１００円と書いてあります。それから、仕

分は、福祉サービス、道路・市街地の整備、交通など、教育の充実、保健・医療の充実、借入

金などなど消防、災害、議会費などに仕分けをして、市民１人当たりどれぐらいお金を使って

いるのかいうことが提示された資料を私もあるところで見ました。そこで、お聞きしてみます。

本町の町民１人当たりの予算と、広島市と同様でなくても結構でございます、仕分けをして１

人当たりどんなお金の使用がされておるのか、詳しく町民に示すことを考えてはどうかいうこ

とが、１回目の質問でございます。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 広島市の広報ですが、市民１人当たりに換算した予算額、決算額が

目的別にイラストを活用して説明をされています。町においても市の広報紙などを参考にしな

がら、伝えたい情報を理解してもらうことができるように、分かりやすい広報に取り組んでい

きたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 今回、なぜこういうことを言うかいうたら、今からの質問にコロナが発生し
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て財政状況がどうなっていくんだろうかいうことを踏まえて、まず、コロナ災害が起こるまで

の財政状況いうのを町民に周知しておいてほしいいう気持ちを持って、一遍目の質問をしたわ

けで、これについては、やるいうことでございますんで、周知のほうもやっていただけるのか

どうか伺います。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） １人当たりの予算額を周知するかどうかということですか。項目ご

とに。予算・決算につきましては、掲載する広報時期を定めておりますので、今のところ何月

にやるというふうにはちょっとお答えできませんが、やる方向で考えていきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） いずれかの時期に、まず町の財政状況を広報に書いとる以上に詳しく知って

いただくいうことを、まずやっていただくいうことにして、今回、こんな財政事情の中いうこ

とで、コロナの災害が起こってきたわけでございますが、私も７２年生きておりますが、私は

いろんな災害を経験して、今回ほど大きな災害はなかったと思いました。ちょっと思い出して

みたいと思います。私が４５年に結婚して、農業人生を始めております、昭和４５年に。その

後、４７年の災害で裏山の崖が崩れて家を全壊しとります。この当時を振り返ってみるのに、

保険制度が火災保険いうのがあっても自然災害の保険は、その当時まだ東京のほうにはあった

か知りませんが、豊平のほうにはなかったのを記憶しております。次の年にオイルショックが

起こっております。トイレットペーパーなどがなくなったり、一番農業で打撃を受けたのは、

苺農家辺りが、油が高くなったんで苺栽培を断念された方がこのとき多くありました。それか

ら、平成３年に１９号台風いうのが起こっております。このときには、県内の園芸農家のハウ

スがほとんど倒壊しております。私のも８０％倒壊しました。そのとき、広島県はこの園芸産

地が持続するために２分の１の事業でハウス事業いうのを作っております。ちょっと時代が順

番が狂っておりますが、日本の米作りの中で、平成五、六年だった思うんですが、冷夏が来て

大不作がありました。このときには、広島のほうから田舎のほうへ随分親類の者が米を分けて

くれいうて多く来られました。と同時に、外食産業を中心に長い米、タイ米が入ってきました。

それから、リーマンショックが起こりました。２００８年から９年頃だったと思う。このとき

も、経済は大分、大打撃を受けました。それから、町内では合併２年目に海見山を中心にして

大雨が降って、海見山の麓から流れる私の集落に川がありますが、１億円の災害が、河川を直

すのに起こっとります。それから、いろいろと風水害があったり芸北の災害があったり、全国

的には、今何が起こるか分からない、予断を許さない災害が起こってきております。農業分野

で言うならば、昔はハウスなど建物がめげたものに対して保険が適用されよったが、今は、内

容物が傷んでもこれに出る保険制度ができとる。やはり、ここで言いたいのは、災害があるご

とに世の中は変わっていくんだということをまず知ってほしい思うて、ここへ時間を割いてお

ります。おそらく、ここで質問としたいのは、いろんな災害で経済が傷んだ、それぞれの災害

があった思うわけでございますが、今回のコロナも大災害と捉えて、経済対策いうのをしっか

りやっていかんと問題が起こるんではないかと考えております。まず、経済対策について、ど

のようなことをお考えになっておるか、同僚議員のところでるる説明は受けておりますが、も

う一遍こういうものがあるいうことを報告していただきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 令和２年度の５月補正において、町内の事業者を支援していくため
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の、きたひろ事業者応援給付金、広島県感染拡大防止協力支援金などを予算化をしております。

また、６月補正において、地域通貨取扱店換金手数料補助金、きたひろ農林水産業者応援給付

金などの補正予算を計上しています。今後も町内の状況把握に努め、国の補正予算も踏まえ、

必要な対策を考えてまいります。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） これの説明は、同僚議員のとこであったんで、私のほうからは深く聞きませ

ん。問い３番目として、私もいろんな災害を経験してきましたが、１９２９年、９０歳から九

十一、二歳の方が経験された世界大恐慌、これまでの経済の落ち込みはないとは思うわけでご

ざいますが、今現在、６月に法人などが決算を迎えておるはずです。それら辺りの税が来年度

は少なくなるんではなかろうかいう不安と、企業が、経営が苦しくなることによって、将来を

担う若者の就労の場が失われることがあっては、将来に禍根を残すと私自身は考えておるんで、

若者の将来のことについてと、６月の法人税あたりのことを踏まえながら、来年の税収がどの

ようになるんだろうか、予測でしか発表できないと思いますが、どうお考えでしょうか、聞い

てみます。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 議員のご指摘のとおり、企業の業績の悪化により、法人税の減収や、

それから消費の落ち込みによる地方消費税交付金の減少などが考えられます。それから税金の

徴収猶予とかもございますので、そちらの落ち込みもあると考えられます。歳入の確保が難し

い状況ではありますけども、歳入に見合った形での歳出、事業の組み立てを行っていきたいと

考えております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） おそらく世界恐慌までは行かんにしても来年、再来年、まだまだ景気はよく

なるとはわしは思っておりません。予測の中に、東京オリンピックが済んだら景気が悪くなる

んではなかろうかいう今年度の予測もあった中で、コロナが、大災害が発生したわけですから、

やはり企業、特に観光事業者辺りは大打撃を受けて、来年税金、特に消費税あたりは国に払う

もんだが、４分の１は町に跳ね返ってくるんで、これら辺りもいずれは少なくなるんじゃなか

ろうか思っております。さすれば、今から農業分野辺りも国の政策が遅れてはおりますが、今

から出てくるんだろう思いますが、町内においては和牛辺りが対象になるんじゃなかろうか思

うとります。私自身がやっとる花の世界は、贈答品を作っておられる蘭、バラ辺りが一番大打

撃を受けるじゃなかろうか思っとりますが、そういうことはええにして、私もこのパート３２

の中に農業の担い手、いろんな形の担い手いうことを中心にして次世代を考えてきております

んで、若者が、就業の場がないようになることにならんような経済対策が、国・県が出してく

るものに対して町も付随して、できることならやってほしいと思っております。ここら辺りの

考えをちょっと聞かせてもろうて、次に移らせてもらいます。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 個人消費の落ち込みや企業の業績悪化、倒産や失業などが全国的に

も言われています。町内においても売上げが減少している企業等がありまして、今後この状況

が長期化すれば地域経済に、さらに大きな影響が出てくることが考えられます。事業者への応

援給付金などで支援をしていますが、町民の生活に影響が出ないように、できる限りの対策を

とってまいります。
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○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 力強い計画を発表されてうれしく思いますが、１のところで現在の財政状況

いうものをなぜここで出しておいてほしいかいう、町民に周知してほしいかいうたら、やはり

来年度は税収の落ち込みが必ずあると思います。これに伴うて財政政策課長さんがどのような

予算編成をされるか、私なりに現在のものと比べながら注視していきたいと思います。町長さ

んも大変でございましょうが、財政が落ち込んだときにどういうようなことを考えていくのか、

わしにはええ考えはできませんが、執行部の町長さんがどのように考えておられるか、考えが

ありゃ聞かせてもろうて、私の質問は終わります。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 本町では、３年続きの豪雨災害、そしてこのコロナの災害とずっと続いてき

とるわけでありまして、ご存じのように財政状況も非常に厳しさを増してきております。そう

した中ではありますが、やはり実行していかなければならないものもあります。選択と集中を

図りながら、重要なものから順次進めていかなければならないと思っております。しかし、一

方では、こういった災害に備えての基金の造成ということもやっていかなければならないと思

っておりますので、非常に厳しい状況の中ではありますが、町民の皆さんにご理解をいただき

ながら、進めていかなければならないと思っております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 明日も来るし、時代も続いていくんで、その時代に合うたような政策を立て

て頑張ってやっていただきたいと思います。来年のこの頃には私はおりませんので、よろしゅ

うお願いします。終わります。

○議長（宮本裕之） これで、濱田議員の質問を終わります。暫時休憩します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ２時 ２１分 休 憩

午後 ２時 ２２分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。次に、２番、美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。この町民の深刻な声を受け止めて、コロナに負けない

北広島町を目指して、一般質問を行います。今、世界中を震撼させている新型コロナ感染拡大

に対し、私たち日本共産党の支部は２月５日と４月２３日の２度にわたって要望書を町長に提

出し、町民の命と暮らし、営業を守るための提案を行ってきました。また、５月連休明けから

緊急町民アンケートに取り組み、多くの町民の不安・意見を伺っています。これらの意見に町

長はどう答えるかを問いながら、新型コロナに立ち向かう北広島町を目指し質問をします。５

月２２日、広島県知事は、休業要請外出自粛を全面解除しましたが、町民は熱が出たらどうす

るか、感染させてしまうのではないかと日々不安を覚えながら、第２波、第３波の感染拡大を

危惧しています。そのため、町として最大限の支援を強めながら、アンケートに寄せられた意
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見をしっかり受け止め、今後、感染拡大を起こしたときに北広島町として万全の備えをしてお

くため、町長の所見を伺います。最初の質問で、北広島町の感染状況については、昨日、本日

答弁がありましたので、飛ばさせていただきます。そこで明らかになったのは、北広島町での

感染はありませんが、私たちが取り組んできたアンケートには、多くの意見や要望が寄せられ

ています。その中のいくつかを紹介し、町長の考えを伺います。マスク、消毒、体温計がない

という声が多数寄せられました。昨日の答弁では、避難所には備蓄するとのことですが、町民

にも不安がないよう町で備蓄しておくべきとの意見がありましたが、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 日本全体で生産が増えているにもかかわらず、町民の方に手に入りにく

い状況が続き、大変不安な状況が続いたものと認識しております。しかしながら、マスクにつ

きましては、町民の皆様の温かいご支援により、約８０００枚ものマスクをご寄贈いただいて

おります。医療機関、介護事業所、福祉施設等に配布させていただきまして、大変喜んでいた

だいております。町民の皆様のお心遣いに大変感謝しております。先ほどもございましたが、

いざというときのために避難所において備蓄はいたしますが、町民の方には備えをしておいて

いただきたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 第２波になったときに、町民の皆さんの状況は分かりますので、各自努力さ

れると思いますが、未だに体温計などは予約販売ということで足りない。全町民が安心してこ

のコロナに立ち向かうためにも、必要な備品を、マスク、消毒液、体温計をやっぱりそろえて

おく必要があるんじゃないかと思うんですが、そういう考えは全くないんでしょうか、伺いま

す。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 町民の皆様へということでありますと、なかなかその数が難しいと思い

ますが、最小最低限の備蓄等につきましては、考えてまいりたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 最小限ということですけれども、ある自治体では全住民にマスクを配布した

ということもやってるわけですね。しっかりと見定めて備蓄もしてほしいと。次に、第２波感

染が心配、そのとき、北広島町の医療機関で対応できるのか、行政の対応はどうかとの意見に

対して、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 町としましては、外出自粛や施設の使用制限等、段階的に行ってきた制

限の解除による影響についても、継続的に感染状況を確認しながら、第２波への警戒は必要で

あると考えております。町民の皆様には、感染拡大を予防する新しい生活様式に取り組んでい

ただくようお願いしていきたいと考えております。また、町内医療機関での第二波への対応に

つきましては、引き続き、郡医師会と連携を取りながら、町の対応を検討してまいります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 医師会とも協議をするということですが、特に、医療機関のマスク、消毒液、

フェイスガード、防護服等が足りないということが全国で起きました。昨日の答弁では、保健

課で備蓄しているとのことですが、それで足りるという判断でしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。
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○保健課長（迫井一深） 保健課が備蓄しておりますのは、介護事業所用のものとなります。町内

医療機関につきましては、先ほど申しましたように、医師会とどれぐらい町が備蓄しとけばい

いかというところを今取りまとめていただいておりますんで、それによって検討してまいりた

いと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 取りまとめてが決まったら備蓄するということでいいんでしょうか、確認を

します。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） それで、どういった医療資材が必要かということもお願いしております

ので、備蓄をしてまいります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 次に行きます。昨日もありましたが、軽症者宿泊施設の町内での確保につい

て、通告を私もしておりますが、昨日は、答弁は確保できないとのことでした。しかし、自宅

療養では急変するということも度々指摘されており、例えば、一人暮らしのお年寄りはどうす

ればいいのか、どうすればいいんでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 答弁を求めます。保健課長。

○保健課長（迫井一深） 一人暮らしの高齢者の方が感染された場合は、医療機関への入院となろ

うかと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 感染された場合というのは、軽症の場合もそうでしょうか、伺います。例え

ば、陽性となって無症状や軽症というのもそうでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 軽症だから宿泊施設ということはございません。病床数の空きの状況に

よっては、医療機関への入院ということになってこようと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今言われてるのは陽性の場合、出てない場合が多いわけですね。これからＰ

ＣＲ検査等々が広がってくる中で陽性になりました。一人暮らしです、じゃああなたは１人で

自宅に待機してくださいというふうになるのか、どこか施設に確保するのか伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 先ほど来申しておりますように、陽性者で高齢者でお一人暮らしという

ことになりますと、医療機関への入院ということになろうと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） では、医療機関に入院できるよう、町が責任を持って手配をすると、それだ

けでは、高齢者だけではありませんので、町内には公共施設も先ほど来議論されてますが多く

ありますので、ぜひ確保して、町民の不安を少しでも軽減すべきと考えますが、町長の考えを

伺います。

○議長（宮本裕之） 答弁を求めます。保健課長。

○保健課長（迫井一深） すみません、もう一度質問をお願いいたします。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 高齢者の方、一人暮らしの方は医療機関に、町が責任を持って隔離するとい
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うことが約束されました。しかし、それ以外の方もたくさんいらっしゃいます。そのためにも

軽症者宿泊施設を町内で確保する必要があるんじゃないかと言ってるんですが、時間がもった

いないんで早くお願いします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 軽症者向け療養施設につきましては、新型コロナウイルス感染症の軽症

者等の宿泊療養マニュアルに基づきまして、県知事が決定することとなります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） そうであるならば、県知事と協議をして町内に設置してほしいという働きは

しないんですか。施設はたくさんあると思いますので、再度お願いします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 宿泊施設は確かに町内にもございますが、これが、町が言って県のほう

が北広島町内の宿泊施設をということが決定されるものということはないと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） やってもいないのにないというのは非常におかしいなと思いますが、時間も

ないので次に行きます。発熱外来です。この要望はたくさん寄せられました。ある母子家庭の

福祉関係の仕事をしているお母さんから、子どもが熱を出し数件の医療機関に行ったが断られ、

４番目の病院でやっと診察してもらった。しかし、自宅待機するよう言われた。福祉施設の仕

事をしてるが、そこへの行けないのでどうしたらいいかという相談がありました。町内に、医

師会と相談し発熱外来を設置すべきと考えますが、いかがですか。町長の答弁を求めます。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 発熱外来でございますが、町内の医療機関における発熱患者の受入れ体

制と今後の方向性につきましては、郡医師会と協議してまいります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 医師会といつ頃されるんでしょうか。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） ６月に、第１波の医療機関の状況について、医師会のほうがまとめてい

ただけるということがございますので、７月ぐらいには協議できるものと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） では、７月にぜひ協議をして、設置してほしいと。次には、ＰＣＲ検査です。

広島市まで行かなくては検査が受けられない。公共交通機関を使わないとすれば、移動手段の

ない人はどうやっていくのか、町内で受けられるようにしてほしいとの意見が寄せられました

が、町長の見解を伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 議員おっしゃられるとおり、現在はＰＣＲ検査については町内では行え

ておりません。検査機関までの移動手段がない方につきましては、保健所の職員が対応すると

聞いております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 保健所の職員には誰が頼むんですか。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） ＰＣＲ検査をするという判断につきましては、保健所がしますので、移



- 94 -

動手段がないというところでそういう申し出があれば、保健所の職員が対応するということに

なっております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） じゃあ、そういう形で送ってくれると、町が約束したということにしときま

しょう。今後の感染拡大も想定し、町内でドライブスルー方式等のＰＣＲ検査、抗原検査、抗

体検査ができるように県と相談すべきではないですか、伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） ＰＣＲ検査につきましては、保健所が必要と判断された方に指定された

場所と日時で実施されるものと伺っておりますが、町内でこれらの検査ができるかどうかを含

め、県と相談してまいりたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 県と相談すれば、県はどういうふうな判断をされてるか伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 全県的に医療機関のほうへＰＣＲ検査ができる体制があるかどうかとい

うことを照会されるものと聞いております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） あまり具体的じゃないですね。６月２日の県議会生活福祉保健委員会があり

ましたが、そこで、共産党の辻県議の質問に対し、西丸健康対策課長は、県内でＰＣＲ検査が

できない市町は、江田島市、大崎上島町、北広島町、世羅町、神石高原町、府中町、海田町、

熊野町の１市７町であることを明らかにし、検体採取と分析医の両方が整って始めて拡充した

と言える。身近な地域で迅速に検査できるよう地域の医師会に働きかけていきたい、非常に積

極的な構えを持ってるんですね。先ほどの保健課長の話と随分違う。ですから、県は、北広島

町内でＰＣＲ検査を行われるように考えているんです、どうしたらいいか。待ってるんじゃな

くて、こちら側から具体的に県に協議を求めて、県と医師会、町と協議を始めるべきじゃない

ですか。これが実現すれば、先ほどの発熱外来と一体に設置できるのではないかと考えますが、

これは町長に答弁をお願いします。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） このことにつきましては、ＰＣＲの検査体制そのものが日本全体でもそうで

ありますけども、県でどういうふうに仕組まれるかということにかかっているというふうに思

っております。現段階では、やはり保健所を中心とした、きちっとした体制の中でやっていこ

うということでありますので、そういった仕組みの中で動かざるを得ないと思っております。

本町の医師会の方とも担当課では相談させてもろうたりしとるわけでありますけども、やはり

町内の医師・スタッフだけではなかなか難しいという状況もあり、県内の検査の体制がどうい

う形で整理されるかということになろうと思います。こういったことについては、県のほうと

も協議はしたりはしておりますけども、なかなか具体的なものにはなってないというのが現実

であります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） いつ県と協議されましたか。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 今のウェブ会議等でもこれまで２回はしておるわけでありますが、そうした
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中でもそういった意見も出ておるわけでありますけども、県としては、県全体での検査体制は

３か所だったと思いますけども、ドライブスルー方式を拡充したりして検体を採るところはや

ったりしておるわけで、今までの最初の頃の体制から言うと、３倍程度の検査が進めることが

できるように体制は取っておるということであります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） ６月の初め頃の答弁では、４１か所全県であると、ＰＣＲ検査、しかしそれ

では足りない、全市町で行えるようにするということになって、今月の話なんですよ。そのウ

ェブ会議２回というのは、いつの話か言われませんでしたけれども、やはり県と真剣に、うち

の町に置いてくれと、医師会と相談したいんだから県に来てもらって、よく具体的な話をして

ほしいというふうに県に呼びかける考えはありませんですか。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 来週月曜日に知事とは、これもウェブ会議でありますけども、お話をするよ

うなことにしておりますので、そういったところで、このコロナ対策だけではありませんけど

も、話はさせてもらおうというふうに思っています。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 来週月曜日の知事とのウェブ会議で、ぜひそういう発熱外来、ＰＣＲ検査含

めたそういう催促、今こそ作るように指導・援助してほしいというふうに呼びかけてほしいと

思います。次に、児童手当受給世帯への上乗せの問題ですが、シングルマザー、シングルファ

ーザーに対しての援助が少な過ぎ、親子共々途方に暮れると切実な声が届きました。町長はど

う答えるか、これも伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） ひとり親世帯に対する経済的な支援といたしましては、ただいま審議中

であります国の第２次補正予算案を踏まえまして、児童扶養手当受給者世帯に対し、ひとり親

世帯への臨時特別給付金、一世帯５万円、第２子以降は１人につき３万円の給付がありますの

で、これにより支援をしていきたいというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） これは１回限りなんで、これで十分と判断されておられますか。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） この臨時給付金につきましては、１回限りとなっております。支援とし

ては、これでいいんじゃないかというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） これでいいんじゃないかって、誰か意見を聞かれたんでしょうかね。やはり、

県内の多くの市町では、１万円から５万円の上乗せを児童手当受給世帯に対して行っています。

ひとり親以外に。北広島町も上乗せしていいんじゃないですか。それだけ深刻な事態なんです

よ。まだまだ続くと、どうですか。十分だからもうやらないんですか、聞きます。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 児童扶養手当と児童手当、またちょっと意味合いが違ってきます。児童

扶養手当の受給者に対しましては、これはコロナ対策ではございませんけれども、毎年、母子

父子激励金といったことで、ひとり親世帯に対しては毎年支援を行っておるところでございま

す。児童手当につきましては、現在のところ上乗せについては考えておりません。しかしなが
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ら、今後、経済状況いろいろ悪化をしてきた折には、町全体のコロナ対策の施策の中で、そこ

で検討をしていきたいというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） すみません、マスクしてるんで言葉がうまくいけなくて、児童扶養とは言っ

た記憶がなくて、児童手当というふうに言ってるつもりだったんです、すみません。検討する

ということです。次に、水道料金、私は今回は基本料金の免除について提案したいんですが、

意見もありました。収入が減り水道代、ガス代、電気代が払えず、払えなかったら止めると催

促され、困り果てている。収入がないのに固定資産税など大金は払えない。税金を少なくして

ほしいと、公共料金や税金が払いたくても払えない住民がたくさんいらっしゃいます。町長は

どう考えますか。やはり、町税や水道料などの公共料金の減免、免除の考えはありませんか、

伺います。

○議長（宮本裕之） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） 町税につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で収入が大幅に

減少した場合においては、無担保かつ延滞金なしで１年間徴収を猶予する特例制度があります。

また、水道料金など、使用料につきましても猶予制度がございますので、お困りの際は、町へ

ご相談いただければと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） そういう制度はあります。猶予は払わなくちゃいけない。ここが問題なんで

すね。やはり、暮らしを応援するということで先ほどの意見を踏まえて、官邸のホームページ

の臨時交付金の使途Ｑ＆Ａ、５月１５日に追加分というのがホームページに載ってます。これ

によるとＱ＆Ａですから、上下水道料金や公共施設使用料、公営住宅の家賃、給食費等を減免

する場合に、この臨時交付金を充当していいのかという問いに対して、大分長いんですけど、

そのうち地方公共団体が徴収する使用料等の減免も含め、原則として使途に制限はないと回答

しています。この臨時交付金、今度２次になるようですが、中身もだんだん明らかになってき

ましたが、この臨時交付金を充当してでも水道料金の基本料金を減免してはどうかと思います

が、いかがですか。

○議長（宮本裕之） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） 議員おっしゃるとおり、臨時交付金につきましては、各種町の使用料等

に充当することが可能でございます。しかしながら、こういった用途につきましては、全体を

考えて配分していくという考え方の中で、なかなか使用料に特化して充当するということは、

今のところ難しいのではないかというふうに考えております。これについては、使用料等の納

付対象者は、それぞれ限定された地域または階層の方で、その限定された方のみを減免の対象

とすることは、公平性の観点から困難であるというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 水道普及率低いですからね、５割いってないと、後でも言いますけど。尾道

市は、水道基本料金をすべての世帯と事業者の８、９月分免除、廿日市はすべての世帯と事業

所５万件の４、５月分の基本料金だけでなくて、メーター使用料を免除すると、こういうのが

ずっと県内だけじゃなくて全国広がっています。先ほど言った臨時交付金どうしてるのかと思

ったら、広島県調査課の方の話だと、廿日市は臨時交付金を充当し、水道料金を免除するとし

ています。実際に始まっています。今、コロナが広がって手洗い、うがいをしっかりしてくだ
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さいと言われていますけれども、少なくとも水道を使うわけですから、水道料金を免除するこ

とに町長はどう考えるか。先ほど、その限定されている地域、井戸なんかあるんじゃないかと

いうことだと思いますけど、井戸を使用してる世帯に対しても、水道料金は減免できませんが、

その方たちは、下水料や合併処理浄化槽を使っておられます。その管理、維持管理費は助成を

補助金を出しています。それに上乗せした形でやれば、公平性になるんじゃないですか。ちょ

っと先ほどの件もあるんで、課長、どう思いますか。

○議長（宮本裕之） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） 考え方を広げれば、公平性もクリアできるとは思いますけども、臨時交

付金の用途として、全体を考えた場合、使用料に特化して減免するというのは、直ちにはいか

がなものかと思います。他の使用用途等も含めて、全体で考えるべきだというふうに考えてお

ります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 臨時交付金、特に第１次分のことだと思いますけども、北広島町は、事業者

への２０％、国の持続化給付金等々に入らない部分の対象として２０％減収したところまでの

支援金として１０万円、１０００事業所を対象にして１億１０００万ぐらい用意しました。し

かしまだ２００件、後でも聞きますけど、うまくいっても半分ぐらいなんじゃないかと、これ

が正しいのかどうか分かりませんけど。そうすると、そういった線ではこの第１次臨時交付金

が使えるんじゃないかと、さらに臨時交付金だけじゃなくて必要ならば財源を作るということ

が必要だと思います。ぜひ、これはやってほしいと思います。事業者の関係、今ちょっと触れ

ましたけれども、受注が半減し、意見ですよ。受注が半減し赤字が２か月続いている、あと２

か月しか持ちこたえられそうにない。雇用調整助成金、持続化給付金はしょぼ過ぎる、少な過

ぎる。このまま少額に終わるのであれば、町民税、所得税、自動車税、固定資産税などを２年

間免除してほしい。特に消費税は、３年から５年、ゼロ％にすべき。国民が弱体化すれば必ず

国力は弱くなるということが危惧され、心配をされておられますが、この方に対する所見をお

伺いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） 個人町民税につきましては、収入が減少し生活が著しく困難となった場

合、通常でも減免する制度がございます。また、固定資産税につきましても、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で、著しい経営環境下にある中小事業者に対して、収入が大幅に減少した場

合、令和３年度分の負担を軽減する特例措置がございます。その他、国民健康保険税等につき

ましても国の基準に沿った減免制度がございますので、先ほどご説明申し上げましたとおり、

猶予制度と併せて町のほうへご相談いただければと思います。なお、所得税、自動車税、消費

税につきましては、現在、国・県において、新型コロナウイルス感染症の影響で納付が困難と

なった場合、町税同様、猶予制度を推奨しております。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 税の話になったんで、ちょっと飛ばして税の話を伺いましょう。今言われた

５月、６月は住民税、固定資産税、国保税。国保税はこれから届いて、自動車税は５月末まで

に払いなさいといってきたひろネットで何度も聞かされました。全く猶予の話もありません。

固定資産税の通知書を見ましたけれども、その中にも入っていない。今週８日に、月曜日に住

民税の通知が来ましたけれども、その中にも入っていない。ホームページを見るとこういうの



- 98 -

が出せる、猶予するとあるんですね。知っていればすぐに申請をして、猶予の手続ができるか

もしれないけれども、知らないと既に資金があればやりくりできたのに、もう口座引き落とし

でなくなってるという方が多いんじゃないかと、私もそうです。一括払い。見たら、当然、そ

れはいいんですけど、納入されてると。今後も先ほどからおっしゃられている国保税について

も条例改正をされたりして、ありますけれども、納税通知書にそういうのをしっかりと入れる

んですか。周知はどういうふうにされてるのか、すべての人が知ってるのか伺います。

○議長（宮本裕之） 税務課長。

○税務課長（矢部芳彦） 猶予、減免制度の周知につきましては、４月の中旬に議員おっしゃると

おり、ホームページで第一報を周知させていただきました。今後は、広報紙、それから国民健

康保険税につきましては、減免制度等を入れたチラシのほうを同封させていただこうというふ

うに考えております。周知につきましては、そのタイミングででき得る限りの方法でやってお

ります。十分かどうかは大変申し訳ないとこもありますけども、精いっぱい周知をしてるとい

うところで、ご理解いただければと思います。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） これ以外にも介護保険とか後期高齢者医療、天引きだからいいのかというふ

うに思ってるのかもしれないけども、そういうのもあると思うんですね。どうされますか、こ

れは保健課が介護保険の通知を出すんでしょうか。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 介護保険料につきましても、国保税と同様、免除あるいは猶予の制度に

ついて周知をしてまいります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） さらに、町が責任があるわけではないと思うんですが、国民年金、これにつ

いてもホームページには載っておりますが、国民年金も減免、それから猶予される。特例免除、

払わなくても期間が入ってるよと、学生さんと同じように、そういうことができるというのは

知らされているんでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（槇原ナギサ） 町のホームページのほうで周知させていただいております。今のとこ

それだけです。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） これだけ大変な災害なんで、あらゆる手段を通じて暮らしを守ると、いろん

な減免はしない、町独自のですね、公的な住民税、制度があるけれども、制度を十分知らされ

ていない、やっぱり反省していただいて、関係者すべてに速やかに伝わるようにしていただく

と思います。あと、学校休業について、次に伺います。これは、昨日の一般質問がありました

ので、答弁がありましたので、それを踏まえて質問します。勉強の遅れが心配という意見が結

構寄せられました。昨日の答弁では、補修や補充、夏休みの短縮などで対応するという話があ

りましたが、しかし、詰め込むやり方では、子どもたちに新たなストレスをもたらし、子ども

の成長をゆがめ、学力格差をさらに広げるとも言われています。子どもたちをゆったり受け止

めながら、学びとともに人間関係の形成、遊びや急速をバランスよく保障する、柔軟な教育を

進めるため、教員を補充し学校現場の創意工夫を保障することが必要だというふうに考えます

が、教育長のお考えを伺います。
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○議長（宮本裕之） 教育長。

○教育長（池田庄策） ６月からの学校を開くというところで、北広島町の考え方としては、昨日

もお答えいたしましたが、まず、子どもたちの基本的な生活習慣を中心に、学校が楽しい、友

達と会うのが楽しいという形でスタートしようというふうに考えています。学校のほうも、い

わゆる分散登校を除きまして、６月１日からも１週目は午前中であるとか、また中学校におき

ましても部活動も２週目からというふうにしております。確かに、空白期間で学習の遅れ等も

ありますけども、各学校を回りましても子どもたちの様子は非常に今のところ良好であると、

私は思っております。学校とともに、先ほど言われましたように、基本的なところを大事にし

ながら、しっかり体徳知という三本柱がありますが、このやり方で進めてまいりたいというふ

うに思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） ぜひ、そういうことで進めて、子どもたちがしこりにならないようにお願い

します。次のオンライン整備の問題です。学校が再開されましたが、第２波、第３波を迎える

と再び休校になるんではないかという心配の声が寄せられました。そのため先生の家庭訪問、

オンラインの整備などの提案もあります。そこで、今議会の補正予算に小中学校の情報通信ネ

ットワーク、環境施設整備費として２億２９９７万円が計上されていますが、ここでいうオン

ライン授業につながるのか。今後、どのように対応するのか、所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 教育長。

○教育長（池田庄策） 報道等では、オンライン授業が非常に盛んに報道されておりまして、すぐ

に家庭と学校をつないで授業ができるやに報道されておりますが、なかなか難しいと思ってい

ます。このハード整備も、おそらく年度末というところで、これからの様々な進捗状況にもよ

りますが、整備をされていきます。それから、特に小学生、特に低学年、まず機械に慣れると

いうことがすごくトレーニングが要ると思っております。ですから、すぐに報道等であります

ように、家庭と学校が結ばれて授業ができるということは非常に難しいです。また、各家庭の

いわゆるネット環境等も、これから十分考えていく必要があると思っております。当然、将来

的には必要なスタイルだと思っておりますので、前向きに取り組みますが、当面はいわゆるア

ナログな形の学習をしっかり進めながら、このオンラインというところへも子どもたちと一緒

に慣れていきたいというふうに思っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 全く同感です。かなり難しいんではないかと。今、この６月議会に書かれて

ますが、全国の議会でこの問題を議論し予算をどうするかとやってます。全国で１０００万台

必要と言われています。それがすぐに入る、本来５年計画でやったものを前倒しして１年でや

ろうということですから、そもそも無理がある。それでオンラインもすぐにできない。そこで、

こういうこれだけの課題がありますので、急いで機械もそろわない、それも教えられないとい

う状況ですが、この２億３０００万弱の予算の中に一般財源が５０００万入ってるわけです。

これをもっと整備を少し遅らせて、コロナ対策に振り分けられないかと思うんですが、これは

財政政策課になるんですか。町長でも結構ですが、お願いします。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） ＧＩＧＡスクール関係の整備につきましては、このコロナ対策とい

うところからもオンラインの必要性が言われまして、前倒しで事業費が組まれたという経緯が
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ございます。町においてもその必要性を考え、今回の補正予算のほうに計上をさせてもらって

おります。これを今回前倒しでやらずに、コロナ対策にというところでございますけども、ど

ちらも必要な整備と考えますので、今回の補正予算で議決をいただきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） どちらも必要というんですけども、コロナは命に関わる問題です。営業に関

わる問題です。このオンラインの整備は、うまくできるかどうか分からないというのが、先ほ

どの答弁でした。どちらも並行に考えることはできないというふうに指摘せざるを得ない、思

います。次に、給食費について伺います。就学援助を受けていたので、給食費等は援助しても

らっていたが、休校のため子どもが家にいるので昼食代がかかります。何か対策を考えてほし

い、いう意見がありました。今後、休業することになった場合、就学援助されてる方に対し、

自宅の昼食代ですね、昼食費を支援する考えはないのか伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 今年度に入りまして、４月の１５日から学校が臨時休業になりました。

そのために保護者の負担も増えているというふうに思っております。就学援助を受けている保

護者へ臨時休業中、この昼食代を支給することにつきましては、国からの通知、これを準用し

て４月分、５月分の給食費相当額を保護者に支給することといたしました。今後についても、

学校が休業になりましたら考えてまいりたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） そういうことで、ぜひ速やかにお願いしたいと思います。それで、先ほど紹

介した臨時交付金の使途Ｑ＆Ａによると、給食費等の減免にも臨時交付金が使えます。学校が

再開されましたが、給食費を、子育てを応援するために、暮らし大変なんで、一定期間無償に

する考えはないか伺います。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 先ほど、議員、臨時交付金の使途のことで給食費も対象になるとい

うことを言われました。それは承知をしておるんですけれども、２次補正含めて全体の中で総

合的に考えさせていただきたいと思います。以上です。

○議長（宮本裕之） 教育長。

○教育長（池田庄策） 先ほど、議員の発言の中で、私がうまくいくか分からないと発言されたと

言われましたけども、そうは言ってはおりません。これからしっかりと準備をしていきますと

いうふうに発言いたしました。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 準備はしますけれども、何か難しいと、難しいと言われたんですよね。難し

いが正しいんで、正確に議事録を取っておいてください。次に、給食費についてですが、ぜひ

全体を考えて検討する方向でしてほしいと思います。次に、農業者への支援です。企業や個人

経営等には手厚く支援するのに農業・農家等には後回しなんだなとひしひしと感じる。人は減

少したり、いなくなってからでは経済は成り立たないとの意見が寄せられましたが、町長はど

う答えますか、お願いします。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） 農業者等の影響につきましては、外出の自粛でありますとか飲食店の営

業自粛あるいは学校の休校等によりまして、農産物の需要の減少に伴い価格が下落しまして、
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二次的に影響が発生しているものと考えております。国の価格保証制度等もございますけども、

あるいは国の補正予算もかなりのメニューが出て対応していくようになっておりましたけども、

まずは、その様子を、状況を注視しとりましたけども、全国レベルの平均で価格で対応すると

か、そういったとこの関係もございまして、国の制度等では減少分が十分補塡されてないよう

な本町の状況があることを鑑みまして、この６月補正におきまして、前年同月比２０％以上売

上高が減少されました農業者等につきましては、きたひろ農林水産業者応援給付金を設け、営

農継続活動のための緊急的な支援を行っていくこととしております。農林業は、本町の基幹産

業でもありますので、引き続き国の２次補正予算等の新たな支援策の状況を見ながら、今後と

も支援を進めていきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今議会にきたひろ農林水産業者応援給付金３００万円が計上されています。

３０種業者を想定されてるとのことですが、先の全協では出荷者農家も対象にしていきたいと

いうことが述べられましたが、間違いないかどうか。先ほど言われた、国の２次補正で使い道

として農林水産物の販売促進が加わっていますが、これは活用ができるものかどうか伺います。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（宮地弥樹） きたひろ農林水産業者応援給付金のことでございますけども、基本的に

は前年同月比２０％以上の売上げの方が対象になると思っておりますので、産直者、出荷者の

ほうについても基本的には対応していきたいと思っておりますけども、農業所得等のところで

ある程度の基準を設けながら、判断をしていきたいというふうには考えております。それから、

２次補正において、いわゆる次のステップと言いますか、そういったとこへの対策のほうのこ

とも出とりますけども、その辺につきましては、また詳しい情報が出てくると思っております

ので、その状況を見ながら対応していきたいというふうに思っております。併せまして、１次

補正のほうで次期作に向けての取り組み支援といたしまして、１０ａ当たり５万円等を交付し

ます高収益作物次期作支援交付金の取り組みが始まっておるとこでございます。これにつきま

しては、野菜・花卉等の２月から４月までの販売農家が対象になりまして、本町の農業再生協

議会のほうで取りまとめを行いまして、ＪＡそれから広島県農業再生協議会を通じまして農政

局へ提出していき、その後、採択後、交付される予定になっておりますので、この取り組みを

周知を行いながら、取り組んでいきたいというふうに思っております。その他の支援につきま

しては、先ほど言いましたように国の２次補正予算等の状況、支援内容を見ながら、必要な支

援策について検討していきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 国もいろんな形で次々と打って出ているんで、速やかに、早急に調査をして、

実際できるように、活用できるように要請をしたいと思います。ブロードバンドの問題につい

ては、先ほど質問で答弁もありましたので飛ばします。次に、情報伝達についてです。アンケ

ートでは、町から何の情報も入ってこないとの意見が多く寄せられています。きたひろネット

に未加入の人も多いわけですが、町民に新型コロナ関係の情報は伝わっていると認識している

のかどうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） ご意見については受け止めますが、今回の新型コロナウイルス感染

症対策に関する情報発信として、きたひろネット、防災行政無線、防災安全お知らせメール、
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そして北広島町のホームページで感染防止対策などをお知らせしております。それから、町長

の動画と音声告知による感染防止対策の広報も行ってまいりました。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 危機管理課のほうでは一生懸命やっているよと言うんですが、ものすごい多

いんですよ。何でかといいますと、千代田中心部はきたひろネット加入者すごい少ない。です

から、これでは伝わっていないというふうに判断せざるを得ません。さらに、先に説明があっ

た防災無線廃止後の伝達方法では、もっと情報難民が増えるんではないかと。きたひろネット

未加入者やスマホを持っていない世帯には、固定電話のファックスや音声で伝えるというふう

に説明されていますが、お悔やみ放送や一般行政放送はなくて緊急放送のみです。そうなると、

これまで防災無線で伝わっていたことが伝わらなくなります。これで町民の皆さんが納得され

ると思っておられるのか伺います。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 防災行政無線廃止後の伝達方法として、携帯電話網を活用した情報

発信ということで、先ほど言われましたように、スマートフォンを持っていない方、そして、

固定電話に緊急情報を送ることができますよということで、私もご説明をしてまいりました。

できるだけ広報紙または緊急情報については、自主防災組織であるとか、地域でまた声かけを

行っていただきたいと思っております。携帯電話網のほうも利用されておる方も多くなってお

ります。スマートフォン、携帯電話、こちらのほうで情報を取り込んでいただくようにお願い

したいと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 質問に答えられていないんじゃないかという感じがするんですけど、それは

いいんですよ。それもない人にはどうなのかということで、随分変わるわけですから、納得さ

れると思っておられるかということと、本来、町の責任が果たせるのかということを伺います。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 携帯電話網を利用したシステムの構築を今考えておりますが、現在

は告知端末、音声告知については各ご自宅の音声端末になっておりますが、スマートフォンに

なりますと、個人の携帯であるとかタブレット、それぞれのもので利用できるようになります

ので、実際に持っておられない方についてなかなか難しいところがございますが、きたひろネ

ットの加入プラスということで、きたひろネットの加入もよろしくお願いしたいというふうに

考えておるところでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 結局、固定電話言ったけども、加入してくださいということで、加入しなか

ったら情報はあげませんよということと同じなんですよ。これではやっぱり問題だと思います。

アナログからデジタル化している福岡県築上町というのがあります。人口が１万８５８７人、

７２５０世帯で北広島町とほとんど同じ。面積はうちのほうの５分の１ですが。ここの整備費

用、デジタル化費用は８億４７７３万円、事業費。全家庭に無線機が設置されます。これを北

広島町で当てはめて見ると、７割が地方交付税措置、償還されるんじゃないかと思いますが、

町の負担は約２億５０００万円じゃないかと、先日は４０億円かかって３割で１２億円かかる

からとても選べないと言いましたが、そうじゃないんじゃないかと、機能が大分変わってます

から、全国ではデジタル化が進み、現在４割の自治体が導入しています。新型コロナだけじゃ
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なくて大規模災害も頻繫に発生しており、デジタル化こそが誰一人取り残さない伝達方法であ

り、再検討すべきじゃないかと考えますが、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） デジタル防災行政無線、先ほど言われましたように８億とかいうも

のもございます。実際に、きたひろネット等、この携帯電話網の情報発信、両方合わせて防災

対応をしたいというふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 時間がないんで、これ以上言わないんで、次の機会にまたもう少し時間があ

りますので、やっていきたいと思いますので、次に行きます。最後の問題になりますが、事業

の見直しです。アンケートで町長への要望で一番多いのが、まちづくり拠点と周辺整備１６億

円など、不要不急の事業の見直し、抜本的な予算の組み替えです。令和２年度の当初予算を見

直して臨時交付金が活用できない新型コロナ感染防止対策や補償に必要な財源を確保する考え

について、昨日の答弁では、見直しの考えはあると答弁されました。広島県は、新型コロナ対

策などの財源確保のため、２０２０年度当初予算の全事業を徹底的に見直し、国の補助金を含

めた事業費ベースで約３９億円の財源の全部や一部の中止、先送りして、一般財源１６億円を

捻出して財政調整基金に積み、１２億９７００万円を第３次補正予算として計上しました。ど

ういう内容か、中止、縮小したイベントやメキシコ選手団事前合宿受け入れ、聖火リレーの延

期に伴うセレモニーなどの延期、企業立地促進対策とか警察官被服費や議会等備品更新の延期、

かなり見直してる。しかし、昨日の答弁では、北広島町はそういう試算ができていないという

ことでしたので、私なりにピックアップをしてみました。例えば、昨年度当初予算の中で、次

の事業について、先送り、中止、縮小などできないか、見直しができないか、ちょっと紹介を

します。一つは、まちづくりセンターのオープニング委託料３３０万円、完成して皆さん呼ん

でやりますよってお披露目ですね。それとか、まちづくりセンター内の備品購入費９３６１万

円、１億円中身だけでかかるんですね、外側は１０億円。あとコアゾーン、先ほど議論になり

ましたが、整備工事費の延期、見直し、これは当初予算では１億５８５５万円。いつも取り上

げている解放団体補助金４７万円。壬生の花田植補助金４８５万円のうちの約４００万円ぐら

いは使えるんじゃないかと。商工会補助金の中のイベント中止分、正確には難しいんですけど、

切り離しが、１００万ぐらいあるんじゃないかと。産業フェア開催補助金７０万円、これでき

るのかと。千代田インターチェンジトイレ解体工事請負費３９１万円、これ急いで取り壊す必

要はないんじゃないかと。あと、２０２０年東京オリンピックホストタウン推進事業７２９万

円。で、これは議会費の中ですけれども、まず今議会でも常任委員会の中でも議論されている

んで、当然決まってませんが、今回の行政視察費１７８万円のうちの１５０万円ぐらいかと。

こういうのは、もう使えないんじゃないかと。さらに、これはちょっと詳しく分からないんで、

別に答弁は求めませんが、長期総合計画策定の延期、これは３３７万円、まちづくりセンター

管理運営事業、設計監理委託料１７３６万円、観光プロモーション事業６１６万円、これは使

えればいいんですけど、使えなかったら繰越したらどうだと。スポーツフェスタとかってあり

ます。全部紹介し切れませんが、この１４事業だけでどれぐらいかかるのか、試算すると事業

費ベースで３億１３７万円、このうち当初予算の一般財源、将来に払うんじゃないですよ、今

年払う分が約６１００万円、これを精査すれば数千億円の事業費が生み出される。これは臨時

交付金じゃないお金がね。町長頭かしげてますけど、本気になってやってんのかと。だから、
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この６１００万円と第１次臨時交付金の精算分１億円使い切れないんじゃないかということも

あるんで、精算をして合わせれば１億円。第２次臨時交付金、大体全国２兆円で大分感染地に

再配分が多いようですが、１億円来れば２億円ぐらいのお金が来るわけです。それを活用して、

先ほど全体を見ながらやるという話がありましたが、早く早く必要なところに手を打っていく、

見直しをしていく。昨日の議論の中で、コアゾーンの先送りのため国交省との交渉の話につい

ては、やるつもりない、何でそんなこと言えんのかと、生死がかかってるのに財源を本気にな

って生み出そうとしてんのか。国もルールを超えていろんなことやってるんです。町も町民守

るために少し延ばしてくれと言ったっていいじゃないですか。正面から交渉すべき、説得すべ

きだと考えます。そういう形で、町として早急にしっかり精査し、臨時交付金だけでなく、今

言った町独自の財源を確保するつもりがあるかどうかを伺います。

○議長（宮本裕之） 財政政策課長。

○財政政策課長（植田優香） 財源の確保については、今おっしゃいましたように、今年度中止ま

たは開催見通しの立たない行事の事業費などにより、確保することとしております。やり方に

ついては、こちらが先に提示をして、事業費の見直しを考えてもらうかというところもあると

思いますけども、やっぱり各課が事業のほうを持っておりますので、まず、各課のほうからデ

ータに基づいて事業費の見直しを考えてもらい、その後、財政政策課のほうと調整をしていき

たいと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） まさにそのとおりです。県庁もそうしたわけですよ。各課に振り分けて１０

００事業を全部精査したわけですね。急いでほしい。早くやってほしいんですね。今回の新型

コロナのようなパンデミックが、発生してからこれほどのスピードで全世界に拡散することを

人間社会は想定していなかったと言われています。そのため、中途半端でなく、本腰を入れて

全力で取り組み、終息を図ること、同時にその取り組みを通じて北広島町として将来も起こり

得る新たなパンデミックへの備えを整えることが必要です。何よりも感染拡大を防止して、住

民の命を守ると同時に、経済、社会活動の制限で生じた、暮らしと経営への打撃と苦難を救済

し守るために、行政は全力を尽くすべきです。それに必要な施策実現、実施のために、大きな

財源が不可欠です。これまでの延長線で考えるんじゃなく、あらゆる施策を新型コロナや近年

の豪雨災害に負けない北広島町にするために、必要な財源と力を注がなければならないと考え

ますが、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 近年、新型コロナウイルス感染症や豪雨災害、これらが多くの災害が毎年の

ように発生をしておるわけであります。町としては、いつまでも元気で安心して暮らせる環境

づくりを重点として、緊急時にはスピード感を持って対応を行うこと、その他の施策も状況を

見て調整を行いながら力を尽くしてまいりたいと考えております。先ほども財政的なご指摘も

ありましたけども、今年も梅雨入りをして、また豪雨災害等起きなければいいというふうに願

っておるわけでありますけども、それに備えての財政的な基盤も備えていかなければならない

というふうに思っておりますので、コロナ対策も一生懸命当然やってまいりますけども、臨時

交付金の中でもいろんなものに使えるような形になっております。総合的に考えて優先順位を

付けながら整理をしてまいりたいというふうに思っておりますし、これから、財政的な基盤づ

くりも含めて、先ほども申しましたが、選択と集中という形で先ほど来出ております光化も含



- 105 -

めて、対応してまいらなければならないというふうに思っております。ご理解をいただきたい

と思います。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今日の町長の所見を聞きましたけれども、コロナもあるけども災害もあって、

そればっかりやっちゃいけないみたいな、そうじゃないかもしれないけど、そういうふうに受

け止めるんですね。そうじゃないと思います。命と暮らし、営業を守ることが、この町の仕事

なんです。そうであるならば、先ほど提案した事業の見直しを徹底して進めるとともに、スピ

ード感を持って、町民の実態をしっかり把握するとともに、意見をよく聞いて、貴重な財源を

町民の命と暮らし、営業を守るために活用するよう、強く要請をし、一般質問を終わります。

○議長（宮本裕之） これで、美濃議員の質問を終わります。お諮りします。本日の会議は、この

程度にとどめ、明日１２日に延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。（異議な

しの声あり）

○議長（宮本裕之） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会といたします。なお、明

日の会議は１０時から、本日に引き続き一般質問を行います。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ３時 ２６分 延 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


